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興 林こだ注増大號發刊に就て

森林造成上或は森林更新上立地條件を無覗し得ざるは

営然な肌ど更に進んで人工を川へ立地條件の改善を企圖

するは産業立地の關係上謂忠は易くして行ふは難く在来

方策に苦しむ乙と妙からざりしが今同林學博士岩崎直生

人氏がDr.MaX.WoelHeの好著WaldbaaundForstmeteorologie

l939を課し特に立地條件中森林氣象の部門を平易に解明

せらるL所ありしを以て之れが智識の活用によ~b一段と

造林の適確度を嵩め得べきを惟ひ此庭に興林こだま増大

號(第五十＝上號)として會員諸兄の座右に贈らんとするもの

である。
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造 林と森林氣象

！Miix'chen森林測候所に於ける15年間(1924-1938年）

の調査に基づく施業上の緒論

第一章總‘説

第一歴史的發達
一

最初の森林氣象上の論文は,19世紀の初め佛國及び瑞西で出された．之

れは何ら調査もしないで,森林の氣候(降水量》温度,雷雨及び題の獺度の

如き）に對する槻察を蕊げたもので，同様の意見は國民の信念と.して今も

存する減,大した慣値がない:其後歳月を經特に19世紀の後半に至り，森

林の氣候に及ぼす影響が潤逵に於て,Ebermayer,Mhtterich,SChub""'t

等により行はれた．彼等は貴重なる結果を寄與したがシ併じ其目的を逵し

たものば稀であった．何となれば彼等の取扱った問題は鴬時の測候器具に

依ては，解決不可能のも･のが多かった．

湿鹿雨雲量，風等壁の菱化に對し，森林の作用として一般的にして且

つ各場合に通する規則を定込んとするが如きは，不可能の事であり，一般

則としたものが各箇場合に於ける賞在を打消す程，各箇の結果が腫盈にし

て，根本的に蓮ふものがあった而して森沐の間接效用として論議せられ

た作用中，唯次の三者のみが異議の無いものとして認められた．

1．涌水の保縦性を高めj同時に洪水の危険を減少し,融雪を徐にする．

2．念奈馳に於て雨水により:土壌の上層を洗ひ去る‘を妨げ，叉頽雪の成
一
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立を妨害する．

3：森林近傍に於ける風力の緩和“

此数十年來一般に森詠と氣候との關係は一方的でなく，相互關係にある

とと力認められ,多数の相互間鐘化可能性が定められた.其他氣象上の各

箇力は色為と互に結合して現はれるもので，各箇場合の多数を正確に観測

して，始めて森林氣象上の規則が立てられるものなる事が判った．例へぼ

大建築物も一つ一つの煉瓦が集まった様に，森赫氣象學に於ても，森林と

氣候との間の複雑なる相互關係を完全にして總括的なる形態となす爲に

は，一つ一つの観測を重ねて行くべきものである．

第二森林氣象學の現妖

森林氣象學的研究は鼓数十年来長足の進歩をしたが，之れには次の三原

因がある．

1．泰沫生産力に對する要求により，樹木の生長を促進し叉は阻害する

各箇因子の精森を必要としたること．．‘

2．局部氣候學の基礎的研究により（特にSchmidt教授Geiger識授

による),観測方法も發逵完成し，多数の各箇調査から結論を得るとと確實

となった篤である．併し之れにより.從來の森林氣象的研究の続果は，其重

要性を狭められた課でもない．但し大部分は腫堂にして一当定の調査でない

から，一定の大きなものに纒め上げる事が出來底い．

3．森林氣象的研究の急速なる進展と相俟て，測候機械が甚だしく急速
戸

に發達完成せられ，微小なる唾域の極めて微細なる温度，潟氣1風速の菱

化も測定せられ，刻盈に記入せられるから，元には困難叉は不可能であっ

た問題も，此發達したる機械により容易に解決し得る様になった．

測候磯銭の現炊に於ては斑.森林氣象蕊の鎮域で，鶴賊旋術上解決不可能
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なる問題は殆ど存しない 寺

第三造林上森林氣象學の重要性

森林の造成撫育は，國民經濟的考慮をす恥ぱ，各樹種の要求に基づき，

土地及び氣候關係を顧慮して決定すべきものであり，特殊の土地關係を除

け鶴氣候の重要なること少だくも土地と伺椿で狭樹種の分布医域は多く

の場合氣候にまりて定められる：

凋逸には非常に．よく行はれた多数の氣候調査もあるが,一二之れを造林上の

基礎となし難きば，次の三黙に因るものである．露

1．大地域に於け.る氣候上の各箇因子の鍵動は此調査に含まれざること

(例へぱ地形による風の移動）

2“鰯曇樹木の繁茂を決定歩る局部氣候はこ腱童知り難きこと(外､ぱ

霜毒地）ミニ一←§

3．．氣候の太さ即ち氣象各箇因子の平均慣と共に，氣蒙酌観察即ち各箇

の場合に於ける名箇の額を考察すべきであるが,･此調査ば氣候の調査に存

しないかz存じても不一ﾄ分である（例へぱ丘陵地に熟ける風速の最大値)．

注意すべきは理nst､氏淡行った如く，氣候的饗箇因圭の意義と最高最

低値の競との對立であり，氏朧雲晴により後昔が決定的影響をなすを示

し た．．､予學

氣候の大禮を一覧する爲氣候帯を作製するは，重要且つ薪新なる企であ

るが,これは樹種及び施業法の選定が明白なる場合に非ざる限"不十分で，

K6ppen氏の如きは，斯る-も‘のの應用を全く1眼中に置かない各一一

温度と雨量とを公式により關聯せし

試みも色糞と行はれた,:例へ樫Ciel"

"IJang,氏州egenfaktOr等等螺
ル

－

嚇之れを遥蜘皇に應凧途んと萩潟

氏のVe艸噂蠣卯･懲"t¥,叉
：

で,其中Ⅳ;及び:野｡橡豈定期間の雨

～

桑



合

＝

今

4

量及び淵度である．此試みは一覧して其場所の状態を知るに便なるも，各

箇場合の決定には役に立たない．

唯Oelkel's氏が各箇樹種に對して作製した雨量因子(Regenfakto:r),

野-号×10,
は一定の氣候の範園で，平地叉は殆ど平地には稲適用し得べく，前式中

野は雨量因子,〃は生長期間即ち五月より九月までの1日平均の雨量』

野は其旅分の標高に於ける生長期間の攝氏温度である．乍併林木の生長に

影響する各箇因子は多數にして,-f分其中に含ましむる事は出來ない．例

へぼ前式で雨量を二倍にしたものと，温度を半分にしたものとは，同一の

雨量因子をたすが,雨者は根本的に逢った氣候である叉前記の式には，

生長期間の長さや冬季の漁氣が殆ど現はれて居ないが，雨着の多少は土

地的に生長に對し決定的意義をもつものである同様の關係は生長期間に

於ける雨量の頻度（規則的なりや屡盈早越を來たすや）にも存すべ〈，尤

も0elkers氏は雨量の蜘菱を附属的に説明したが，此式には含まれない．

蒸發の測定は氣象観測上至難心事に馬喝OelkerS氏ｶﾐ示した数は数十

年前自由なる水面上の測定にま’て得られたもので，これは測定場所が全

く水面に蓋はれた時標準とたるべく，此際正當に上鮫し得るものである．

"iinch氏に依れば，風は第一位の立地因子であると云ふが>OelkerS氏
み

の雨量因子に含ま恥てない，唯氏が補足的に述べた蒸護に於て，間接に現

ほれるのみである

Oelkers氏の雨量因子は唯大地域氣候が局部氣候叉は微細氣候に勝る

虚，即ち大面積の平地で，土地j雨量及び温度關係が庚範園に鍵動し，局

部氣候の現はれざる場所に於ける樹種選定に於て效果がある．されど斯る

虚でも雨量因子に含まれざる氣象的竝に氣候的因子を顧慮することが望ま

しからう．丘陵地叉は山岳地にして，斜面の位置，土地の外貌，地中に於

抄
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急≧霊、/‘ける水の移動風の急激に鍵表る箇所，特に局部氣候睡支

｜<例ｼ､､ぱ霜害地）でば，雨量因子に何等の憤値もない．

今一例を鋸げんに,-斜面の西南側にはマツを生じ，東北側にはブナを生

ずる虎あり，これはPfalz地方に屡掩目盤する臆であるがぅ雨量因子でき

めた氣候の調査ではゞ雨斜面共に同一の淵慶及び雨量關係電，雨斜面の全

く異なる笥勅f現はれない．

林業上に於ては，氣侯的基礎（大地域氣候，局部氣院微細氣候）と共

に，一定の唾域内に於ける氣象的現象も頗る重要である．

次に確定したる名瀞に依れば,局部氣候學(Kleinklimatologie)とは一様

の影響を受ける狭範園の氣候學であるカミ，されど普通の氣候學の機械で測

り得る廣さのものを藷するがく例へぼ一本のクウヒ老木の温度分布の如

き)，微細氣候學○迩睦OklimatOlogie)に於ては，違った機械及び逢った

測定法を要する程微細なる腫域に於ける關係〈例へぼ日射を受ける〃お上

樹幹の温度分布の如き）を調査するものとされで居る“

第四本書の範園

從來行はれた森林氣象學的襯測の結果を總括せんとするが如きは，本書

の目的でない，蕊には唯Miinchen森林測候所に於てA..Sehmanss,B.

ueiger,H.A.mann諸氏及び著着が行った調査より，遥林學上の結論を得

る事にじた,蓋し他の測候脈也の學者により行はれた観測は,一部は既に

遥秣上に應用せられ，一部は之れを以て施業上の方法を立てるに適しない

からである，氣象學の精細なる知識の無い林業家により行はれた観測や，

森林に開する久職の無い氣象學者の槻測の如きは，大部分遥林上の基礎と

するに適せず，唯自然に對する認識を高めたと云ふに過ぎない．

本書は施業者の参考に賓ぜんとするもので,微細な氣象上の知識や不必
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要なる女艤等を略したから，之れに．より一般施業者の使用に遥する様にな

った，本書は施業者に對してｼ･‘索候的因子氣象的因子で森林に有害たる‘も

のを可成除き，森林に有益なるものを努めて利用する方法を供せんとする

ものである，而して鼓に記したる結果は，雷にBaye]m叉は潮蜀逸に通す

るのみでなく，中央欧洲と類似の氣候關係を有する總ての地方に應用すゐ

事が出來るであらう．

Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ 第二章温度

空中温度（氣淵）は人爲の熱源を除けば，主として日射及び土地の輻射

に因て鍵化する計でなく，水蒸氣の凝固（氣温の上昇）及び蒸發〈氣温の

降下）に因筵も鍵化し，更に寒冷叉は温暖なる固擢及"液鶴の近傍では，

熱叉は光線の傳導により温度の調節が行はれる，一定の場所に於ける温度

は，室氣に運ばれて，其虎の日射及び輻射に應じて昇降する．

植物の地上部分の温度は屡舞氣温と異なり，時に甚だしく達ふととがあ

る，植物の部分は蒸碓による以外に，弧い日射を受ければ周園の筌氣より

も温暖となり，夜間の輻射によりて周園の空氣よりも冷却する．

植物の生活作用に對して標準となるは，必らずしも普通の氣候學で計る

氣温のみで睦ない，されば微細氣候學では，近年霞麦の機域を用ゐて種/2ぐ

の天氣條件に於ける植物部分の温度を調査した，而して森林の温度に開す

:る多数の問題中，吾人は霜，傾斜面と温度との關係，種だの林分に於ける

温度關係等を調甕した，次に之れを述べやう．

一

第一節霜

鼓に述べんとするは，唯植物の生長開始後（晩霜通叉は生長柊結前(早
〆

〆

ー画



7

霜）の被害に對する方法であって，植物の冬眠中低温に因て生ずる被害に

就て論ぜんとするものではない，而して霜害の成立には次の二種がある、

1．天候の菱化により大面積に寒冷踵る室氣が襲來して温度が低下する

場合

、2．夜間の輻射による霜害

1に因る被害は寒冷なる筌氣が風により運び來され，全地域に漆る爲に

起るもので，地形及び林齢に開係なく大面積に亙りて生じ，寒氣に躯い樹

種叉は晩く發芽ﾂｰる樹種を植栽するか，或は苗圃等では幼樹に被覆をまる

以外に防禦法が無いが，此種の被害は比較的稀である，2の輻射に因る霜

はよく晴恥た夜，之れに適する場所に生じ，元より温度の低下に因るもの

であるが,之れは次の事情に因て一榛でたい．

1．夜間の氣温

2．輻射箇所に澗界を遮るも心准ぎ場合（例へぱ樹木により叉ば地形の

關係上覗獺§狭められれば，其れだけ輻射は減少する）

3．室氣の動揺(軽い風でも空氣を混和し,寒冷室氣の集團が出來ない）

4．空中潟氣の量（室氣力螺潤なる程輻射が少ない，されば雲や霧は輻

射を制限する）

5．輻射面積の大さによる，此際標準とたるは峯氣の輻射即ち筌氣中に

含まる上水蒸氣及び炭酸の輻射でなく，固鵠及び液總の輻射である，從來

是等に就では誤信せられて居たが班輻射の童は其他同一の條件に於ては，

面積軍位によるものでj共形態には關係しない，草の霜は多いが，之れは

稗及び葉各箇の表面積の多きに因る&ので次ぐ，唯土地から熱の補給が無

い篤に起るから，葉の先端の高麗に霜が最も多い．

6．土地からの熱の補給による（土塊が温暖なるか或は熱の傳導力が多

ければ霜害は少ない）

ノ

硯

’
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7・夜間の蒸發量による（生活せる植物は水分を蒸發するからゾ枯死せ

るものよりも一層冷却する）

8．寒冷筌氣の流動するや否やに關係する《寒冷なる室氣は童"から，

傾斜地では下方に流失し，從て其成立萱ろ場所には之れが瀧らない）

9・寒冷なる室氣が其下にある輻射により冷却しない室氣と混和する可

能性の有無庭よる（輻射をなす植物の部分が土地に近ければ近い程,共虚

に成立した寒冷なる空氣が其下に存する温暖なる塞氣と混和する可能性が

少ない，丸太林及び老齢林ではノ寒冷室氣が沈降するか或ば梢頭を吹く,風

に運び去られるから，造林地叉は皆伐地の様な霜害がない)．

林業家ば1，4，6’7に記したる條件に影響を加へること殆ど不可能で

あるが，3，．5の條件は多少鐙化し得べく，2，8，9に對してば十分に菱化

することが出來る，霜害を防ぐ方法としては，輻射の減少（覗累を遮るべ

･く’果樹園等では煉煙，加熱霜除等の方法を識ずる，之等は称業上殆ど

問題にならないが，唯苗圃では之れにより好果を躯げる事が出来る),發生

せる寒冷室氣を流失せしめ，叉は温暖室氣の混和する様な方法を講する必

要がある．

第一霜と地形

輻射童ば他の條件が同じならば覗界が廣い程多い,Lauscher氏憾覗界

遮蔽の程度により輻射鐙の鍵化する歌態を精査したが，其結果は第一園に

示す這りである，これは周園を桟條竝に針葉及び澗葉の混清淀ようて一様

に取急か奴ﾝたる圓形盆地の中央に於ほる水平面及び垂直面の至輻討量を全

く･開放せられた場所の輻射堂に上職L,其百分率により示したものである

が，之れによればゥ直裡が周織樹高の三倍迄の盆地は幅射量の愛化が非常

に多いがシそれより大きくなれば開放地との差が少ない，但し此圖は開放

〆
ご声

、
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地と然らざるものと雨者温度も同一で氷蒸氣の張力も一定の場合'を想定し

たものであるが，賞際に於ける輻射量雄種奈や關係により謹だ複雑となる

べく，此圖は唯之れを一覧し且つ標準を知.らしめるものである．

ｰ

碓圃形の皆伐面の輻射関係を廣亀平面の；
一'一'一

90-輻射鐘に対妬百分率を以T示し燭圖〆シー・〆,一息ン
80

／／･一－－

70－水平面の輻射一二電／／，／・
60=二重直面の輻勇//
50!ノ野

γ・／
40

1／’／
30－－－

｜｜／｜／,〆

／

珪罫イllIIl上
20

10

0=r=rrr~md6:'iO'b;｡203040Ko･,加融0
皆伐面の直経勿隣接称分の樹高Iこ対す3比率

一錐一岡開放地の輻射量に對する周園を被覆せられし皆伐地の

中央に於ける輻射麓の比

Geiger氏はLMI,uSCher氏の調査により，林縁に於ける輻射關係を計算

したが,之れに依れば,輻射の保護は称分の周園に浴ひて狭く條狄に存し，

林分高だけ隔れぱ，輻射量ほ開放地より10％少ないだけであるが，直接

林縁では50％に達すとい墨．

第一圖により多くの盆地に於て，硯界の遮蔽により輻射堂を著しく減少

しない事が判る，何となれば盆地の縁の高さが其直狸の灘より多い様な

深い盆地は滅多にない．

斯く鍵也は覗界の遮蔽により著しく輻射量の減少をなさないと共に,鍵

冷なる筌氣が窪地の縁から中央に流れ込んで，地表近傍には霜害の危険が

＝高まる，何となれば塞冷なろ筌氣は輻射をなす物鵠即ち土地や植物の近傍

に生:じ，無風の時は其上に在る温暖巌る氣層哩瞬ﾛす湯こと巌く，且つ重

いから傾斜地に於ては土地又は植物のすぐ上を流れて低虚に去り，落し共

一L
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流れを阻止する高虎があれぽγ葵境に止まる，;されば鍵也の周総了(叉は傾

斜地）特に其土艤では，寒冷なる室氣は下方に流れ去り，其跡には温暖な

る室氣が補充せられて霜害を減ずるが）･鰐也の底は隣接せる斜面から寒冷

なる空氣が集まって霜害が高まり』．殊に寒冷なる室氣の入り込む瞳域が厳

ければ廣い程其害力璽多いう況んや深い窪地では風も少なく，非常なる害を

なす．

へ地形に依る結霜地域第二圖に屡餐霜害を生ずる地形を簡
率両脇縦断面剛

雲霧懸巽妻蜑薫薑麓
蓬薑霞苓鶴毒雛霊思罎羅募悪悪達三
菱妄ﾖー 三壁圭
一縮尺(巨離高さ共｝同様に3皆雌溝は塞氣の流失ロなきに
：『一~菰~~一両0”

薑欝鑿濤蝿縦誌就で鵬識し《,…傾隷唾
水平に走る溝も2と同様で，寒冷港る

第二側地形上霜害の箸じき

箇所め略圖空気も集積する匡域が廣ければ，被害

も多く時に綾を越えて其下にも及ぼす程であ､る，而して2及び4に於て

は，傾斜の上部は無害叉は微害で，殊に傾科が念たれば急な疹程割脅少浦ミ

い

第二霜と樹冠層形

義潅記したる地形による霜害ぱ，叉樹冠層表面の最低鋤が地表近傍に在

富が，或ば庭舞に孔隙のあるに於ては，樹冠層の外形に因ても成立する，

一
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而して斯る孔隙は天然被害に因りても．生ず.ぺ<，されば小なる霜害地（霜

穴）は間浩;~潟とどなく,.前記の如営事儒に因て成立ブー るものである．

樹冠屑が地上數米となれば，輻射に生る霜害を來たすとと稀である，是

枝條叉は葉の輻射量は多1J(が，寒冷なる室氣は重くて下に沈み，樹間の温

暖なる室氣と混するか，或は樹冠屑に傾斜があれば，下方に流れ去るから

である．而して林分の孔隙には寒冷なる室氣が集積し，更に第一園に示し

た如き其場所の輻射も加はって，一層寒冷となる，圓形の孔隙に於て共直

径は周園の林分高と同一となれば，其中心の輻射鐘は開放地の約20％で

あるが，其れにも拘らず周園の林分から寒冷なる室氣が流入し，唯其直径

が林分高に對し1:1の場合には，此面積は霜穴の性質を脱却するもので

ある．

造林地は關係全く異なり，此虚では孔隙の直径と櫛笥との比は3:ユよ

り10:1となり，一時的の霜穴を形成し，漸次側方から林木を生じ，或は

林維に於伐る結霜地域霜害に憩い樹極が生長して，数十年後に
縦断面圖平面圖

至り始めて霜穴から同復する欣態であ
1.斜面上の疎開せる詠縁

灘蕊
第三岡一定の地形に於て林諜の和して，何虎にも霜害を起きない’反之
疎密が蛎審に及ぼす作州密に鯵閉し土地まで逹する淋衣がある

、
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か，或は多数の下木の存する虚ではう老木は谷縁の如き催用をなし，林分

の側方保謹あるに拘らず，寒冷なる室氣は遮断せられて此虎に停滞し，林

紘に接する庭は條炊に被害を受ける，諺閉の密なる林衣は＝殻に種凌の利

益を有するが,其上部斜面の造沐地に對して，霜害を増す不利も笈ある

第三圖3に在りては，孔隙内に生じたる寒冷室氣及び周園の林分より流れ

來れる寒冷室氣が,樹幹内の温暖なる室氣と疎立せる林分を癒して交流

し,危瞼は少ないが，4に在りでば,此交流は密なる林衣叉は下木に遮曹

られ，内部に霜穴を生するものである．

ユ地表面近傍に於ける最低氣温一Geig".及びAm2'mの

I認|≦
I

雨氏は，一方には地形と

林分との關係につき，他

方には。berbayern:の礫

質平原に於ける霜害につ

き，精細なる調査を行っ

た，彼等は機賊厳くては

判らぬ程極めて淺い鰐也

の效果を調ぶると共に，

特にカバ前植林の霜害保
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頴温（撒灰）
③－③たう､ひ密林一一一o皆猿地 謎作用とを調べたが，第
》←一一一x／がば前搭林

四圖に示したるは,Ama-
第四園MiindxenAn"gの霜害地に

潴ける11夜の平均最低氣温nn氏がタウヒ小丸太林，

皆伐地及びカバの前植淋．ご霜のある11夜の平均最低温度を地上25cmと

100cmとにて調査した＆のであるが，是に依れば皆伐地は最も｡危険で，最

低温度の癖也上ユ00cmと25emとの間で著しく温度が低下するが，クウ

ヒの小丸太林とカバの前植林では略菱同様の保謹作用があり，筒注意すべ

’

１
１

0
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きは地上25cmの温度はエ00cmの其れに比し，皆伐地は1.3度低いが，

クウ造林は0．2度高く，力天林は0．3度低いだけで，皆伐地の様に直接

地上に接近した場所の温度が著しく低下す;る事がない．

前述せる虚は小局部の霜害であるが!,GEiger,Bebelの雨氏はBaj'em

に於て大面積の霜害を調査した，之も同地では寒冷なる筌氣の流入に因る

＆のでなく，同じく輻射によるもので，葵豫防も前記と同様である，尚之

れが造林上施業上の黙に就一己は後に述べる事にする；

第三霜害と土地の高低

Miinel'im森林測候所に於て,･19",二I932の雨年に亙り,Bayernの

GrossellArberに於て，位置の高低と温度との關係を調査.したが，其結果

に依れば，標高637mより1,447mまでの間に於て,晩霜の害は標高の増

加と共に増加すると,とたく，却て城沙することを立證した．

第五圃に地上]..7mにて測った107箇所の平均最低温度を示したが，

～
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～

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
や
一
一
一
一

ｍ
“
知
小
Ⅷ
皿
如
祁

Ｉ
１
１
１
１

蓉
示＃

･l'
_P ｜’６

－

00・

暗暴
を邇じ

68夜

.&
夕 ●

●．

晴天1－

26"|
謙

⑤｡

巳●

3●Q ”
●
一

O■

■
■

●■
ー

:％↓ 、●銀
●

■■＝-F

eざ ４．
しり零~雁 II

一
ｃ

－
ｌ
Ｅ
ｌ
ｌ

｡、。･：。
eI●

？

700H-+az-+-一｣一

M;RFTTM
4．5。6．7｡89

李均最低気温
第五圃

壹
同

|||｜|､1
1

il
身設

｡

92和｡C･菰可－ず6．7｡8.C

~(193｝、1．032．，5．6月）

I



凸
口

14

圖の左方ば輻射の狸い晴天26夜の平均で，右方は全源測日数6§夜の平

一均である,是に依れば輻射･の獺い夜の最低温度ば，甚だしき不規則のもの

を除けば,標高の増加と共に低下すると決定し難く，反對に700m"以芥の

観測所は,:鵜ての観測所其中にほ頗る高所の溌測所もあるが,是等よりも

低温なる裏を示し猶倫毒ふくきば標高の増加:と共にクウヒの發芽が後
ら

れ,同時に行った期間現象的調査により知らるム如く，標高1001nを増せ

ば，クウヒの發芽は3日後れる事であ勘さればBayernのsArberに於

ては，晩霜の害は標高の増加と共に減少するとも増加するととたく，叉

800mの部分の地形は温暖なる斜面であった事を示すものである．

さ恥ど此結果の一般化は，唯一定の前提に於てのみ可能である，此観察

に於ては，各調査鮎の局部氣候的特殊關係もあるが，同11寺に大地域として

の地形闘係&影響して居るもので，標高600-700mの測識は獄ね平坦地

叉は平坦に近”谷に在り,概ね緩斜叉は急斜莚なす700-1,"7mの測定

位置よりも標高低きに拘らず，霜害を受け易瞳虚である．

以上の絃果はIrn6:rz虫氏の調甕と一致鈩跡'Miinch,Liske両氏の調

査及びPonak氏の調査と相反する，されど之恥は訓査の基礎及び順序の

違ふ爲である，例へぼ最低温度にしても測候所の調査は輻射に因る霜害を

知るに不適営む，一日叉は一月の平均とい域ﾛきは殆ど役に立たない,叉

雨研究では屡凌標準と蔵る場斫的關係の影響が至部叉は~部なく,l司一標

高の他の黙の結果を使用してば,事實と反對の結果を生ずる事が多い．

標高に伴って鐙化する晩霜の噌加叉は減少に就ては，二箇の問題が存

し，各兵別麦に調査をちるべきものである．

1．標高の増加による霜害の危隙を純科學的に研究せんとすれば，完全
恥

に同様にし工唯標高のみ異なる測鮎をとり，場所的竝に局所的影響を全く

除去しなげればならないが,之れば大なる平原叉は高原で遥ければ出來な
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い，全く同一の傾斜を有する虚でも，寒冷なる室氣が流動し，之と共に場

所的條件により，標高の影響が消失する程に影響を受ける場合もある，さ

れど前記の如き測黙の選定は困難にして,澗逸には斯る完全なるものは未

だ存しない計でなく，其結果は大なる意義をなすまい8

2、特に施業上造林上重要たるは，實際の地形を考慮して，標高による

晩霜の差違を知る事宏ある，獅逸に於ては，俊少の例外を除けば，顯著な

る高原はない，多くはZF地叉は平地に近き谷をなし，共れに接して多少念

なる斜面あり，山裳により境せられて居る，而して谷には霜害を受ける場

所もあるが，器|面及び山背では寒冷な:る筌氣が流失するので好都合であ

る，多く存在する關係に於て，輻射による霜害の危険は標高に伴って増加

することをく，却て場所的條件による，即ち標高650mより1450m迄の

總工の標高に於て，霜害地と無害地とを明確に決定し得るもの-ごある．

潤逸國内に於ける霜害の規則を悶明Lw,特に調査し漁JA地方に對しても

之れを明瞭にする爲には，尚多数の實験力泌要であるシ之れには賞験器具

の技術的部分（特に使用する寒暖計の輻射）に注意弓j-ると業に，観測箇所

の局部氣候開係，其他最低捌度に及ぽ式諸種の作用（寒暖計据付の高さ，

近傍及び遠方の地形，地被植物の種類密度及び高さ，土地の状態及び其潟

氣關係等）を箱査し瑛更に天気状態並に之が以前の記鋒等につき周到なる

注意をなすべきである，其他燭ド必要なるは，これと同時に植物の期間現

象的観察をなすとと軍是最低温度薬物が林業家に必要でなく，唯これが

森林植物の發逢階梯涯對しての鯉状態が必要なる爲である

第四霜害に對する方法

造林上霜害に對し誕冒は，鮖發Zﾕ危害を除くよりも，豫防法を講読る方溌
●

簡軍且つ確変である，蕊に述べた如く，場所的局所的に霜害を生ずるや否

零E■

一
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静は，地形及び樹冠屑形により豫め知ることが出來る．

現存する霜害の除去

・大面穣の皆伐地就中僅かの窪みは特に危隙であるが〉土地が連絞して林

業に使用せられる限り，斯る事は將來起らないだらう，併し1890年代

Oberbafrnに生じたノンネ被害の如く，自然の事故に依りては斯る場所

を生するととあるべく，斯る場合霜害保護法は重大なる意義を持つJAn-

Zingの森林に於ける初期の遥林法は多くの黙に於て非難すべきものなき

に拘らず，皆伐後約50年經って§荷大小の無立木地あるを槻れぱ，常に

反復する晩霜が如何に造林木の伸長を害するか，思ひ半ばに及塞もの識あ

らう

霜害の腱ある皆伐地は其成立後可成早く前植林堂以て蓋はるべく，其他

の造林法の如きは總て後廻し:とすべきである，叉前植林に對する樹種の選

定竝に之れが後年其下に生すべき主樹種に對する債値の如きも，第二位に

置くべきである，若し遷延して皆伐地に蕊が繁茂し，或は前植林に孔隙を

生ずれば，多年ら生長量を損するのみでなく，完全なる前植林を造る鍵用

に数倍する程金のかムる造林法窓必要となるで珍零・

寒冷なる室氣の流れは林縁に妨げらるれぱ，其れより上の掛面に在る林

分は此室氣に沈められて，遥称地及び小丸太林は被害を蒙むるが，此危険

は寒冷なる室氣を流し去る事によって除かれる，多くの場合称綾を開ける

とと，即ち下部3-5mの枝打をなし，林縁近傍の下木を除去することに

より十分效果を學げ得る，若し何かの鴬此方法を行ひ難いならば，林縁の

最低黙から伐開きを行ってもよい，されど斯くして流し出された寒冷筌氣

は無立木地又は老林の樹幹の間に誘導せられ，他の造林地叉は小丸太林に

入り錘ん種，或除雌筌氣遊流し去った腫域の利益以上の弊審を惹起しない

とも限らない

の

~
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地形叉は樹冠屑の形によって霜穴の出來た場合ダ之れが相常の面積であ
一

れぱ，補植する事なく，前植林に適する霜に張き樹種を疎に植栽すべきで

ある，併し前植林に適すろはガパ，マツ等の陽樹類であるから，若し周園

の林木が數米に達し，‐目胃つ孔隙が小ならば，前植に適しない，而して前植

林の下には数年後希望の樹種を植栽し：霜害なく青成するを得べく，保謹

樹植栽の変用及び希望樹種造成の遅延する損失の如き仇殆ど毎年補植喪

を要するに比すれば，遥に徴糞たるものである’而して前記第一の方法は

目的を達するとと殆ど確賞であるが,‘第二の方法は確責と娃云へない，蓋

し周園の林木計りよく生長して，霜穴の中ば全く伸長しないといふ危|職が

あるからである．

、霜害地成立の防禦～

濡害の危険ある地方では，林分の伐採前鑿地の外形により叉は寒冷室氣

の侵入によ.，，伐採後霜害を生ずるや否やを明確にする必要があ･る，同様

に種凌の更弗砿に於ける老幼林木の樹冠層形の作用に就ても之れを確むる

必要がある．

StaudaChe避氏は霜害凹地の種曇曾の塲谷に適切濠る伐採方法を示したが，

之れは總ての更新法に役立つも？壷ある;．即ち寒冷なる室氣の流入する場

含は，之れを防ぐべき林縁及び洪中の:下木中間木を残存･し，特に危嶮雇域

全部の更新に於ては，稚樹が約2mの高さ-になる迄林衣を係存jrる事であ

る．

地形上霜害を惹起する場所では，危険厘域は前以莚群状に更新を始め，
q

漸次之れを披大するか，或は樹冠下に更新筵計るべく汎前者に在りては，

始めの更新面直裡を樹高より大きくしない事愛ある而して湘封力N3-4m
／

の高さに達す為か,或は稚樹の高さが窪地の周壁を越えれば，最早大した
ー

霜害はない．

、

一

､

~
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樹冠層の形による霜害地は最も多く存するを以て，‐|劣性意して観察す

る必要がある，全造林地力琳相遼なし，磯林木が2mに達すれば大船危瞼

がない，現時主に行はるる更新法の如く，稚樹が不同にじて異齢なる場合

は，更新維了直前優生稚樹群の間に》屡燕林相をなさざるか或は未だ幼齢

鶴j,なる稚樹を生余る團)伏叉は辮伏の地域があり，之れは隣接せる優生稚

樹の樹冠の凹みとなって霜害を受ける，而して此危険なる小地域に對する

唯一の保護法は，優生稚樹の部分が相接近する迄，或は此地域に於ける天

然生叉は人垂による稚樹が確資に成林し少なくも樹高].mと蔵る迄，老木

を保養すべき事である．．
／

保雄樹(Vbrwald)の設置上必要たるは，是等は少なくも其樹冠を以て

儒謹を要する地域の半分を覆ひ，且つ奎腫一様紅分布すべきことである，

保護樹に誰隙があれば，保謹樹の存す:る箇所の霜害を保謹す毒が，孔隙の
'

直径が樹高より大なるに於ては,､却て此職域の霜害を増加する．

第二節温度の分布

第一方法及び傾斜の作用

燕面内の氣候力塙地及び谷の氣候と異なるは從來認められて居たが，其

分量及び之れに應じ如何なる造林法を講すべきかに就いては,近來迄唯感

覺に依て見積られたに過ぎたいが,Xunkele及びGeige型の雨氏が斜面氣

候の重要なる事を提唱し,WhrttembergのHoherXarpfenと云ふ圃錐

形の山で光線，風，降水量，温度等の開係を調査した，次に周園の山地よ

り約100m上った圓錐山の温度關係-を述べやう．

其綣果に依れば,各箇奈|面間に於ける温度の差は，日射が弱い程換言ず

れば晴天で雲の無い程，射角が大ぎい程，日射時間が長い程大きい，而し

て此一調査に依って，任意の傾斜角及び方位に對する温度の差を正確たち

、
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數字で示されないが，斜面の方位及び角度による温度の原則的昇降を差あ

る事が出來る，叉各箇方位に於て，傾斜が増加する程温度の差力謬<港

る,尤も此調査減唯35．迄の傾斜に就でであるから,其れ以上の傾斜に於

ける温度分布の鍵化に就て燐I明しな”食,:これ以上の傾斜は概海高山地

糟に属するから，手地叉は中位の山岳の林業上には役に立たなVib,:s

．一日の氣温の鍵化地LE25cm

1

i三？
斜面の方位

鑛六園H"en.Kamfenに漁ける方位に災る一日中の氣漉の差違

G-･O幽頂附近（瞼阻）

今-→山腹（急峻）
I‐．.｡『．‐‐！．

●

1－－4

ｉ
Ｄ
Ｉ

ｎ

屋

左

夕

‐第六団に記載したるは,地上25師にて澗測した相異な:る菫箇め伺高

線に於ける喝f方法の毎日の氣温の差で,之れは生長期間中の晴天17日の
、

平均であるが，之れに依れば,吉I胴及び東面は一日の氣温の差最も少濯

ぐ，南面より西面力畷も多い事が判る，而して圓錐山の上層では南面が其

差最も多いが，中部の傾斜鞘少をい虎蚕は，西南面が其差最も多い，而し

て差の最弓大値は，中部の傾謂稽少藩い虎よりも，急黙の方が拳つと参iﾉ､，

されぼ曙天に於てば,斜面ゐ南側西側が訓鰍煉側まりも溌睦の昇鰐鰐に

多いが，落し曇れぽ其れだけ各箇方位に於ける溌度の昇降が歩なくな⑳，

全く曇天と蔵れぼ,蒻位に亜》漉農隊大した影縛を喪好凝い事と錘る.‐

購天の際南面西面傾奈蝿に温度の差多く，北面東面榧撫地に其差沙鍵い

のは，専ら日射の魑蒻によるものである，東側に於ける掴射瀧西側の程狸

く作用しないのぱ，朝ぽ日射の犬蔀努脅笈霜の蒸發に費され,氣温の上昇を

起ざない爲である，而して最低温度の際は晴天の厩で‘も，各種労位に於け

、ー



１
１
１ 『

’ 2(）

‐

る氣温の差は，最高温度の時より頗る少なく，季均すれば僅に半分叉はこ

れ以下である.‐

林業家に對しては,晴天の際南側及び蹴り熱司の高温となることが特に

重要であるが，是等に對する造林上の措置に就ては）後に述べやう．
癖

c,Troll氏は傾斜坊位の彩響につき，興味のある記事を載せて居る，

｢南アフリカのD:IJakelsbergを除け鶴地球上何庭の山でもⅣangaPar-

bat程方位に依て植物生活の限定せられる虎がない，此虚では漁性植物の

林(漁性針葉樹林,カバ林,ヤ士ギ潅木林及石楠叢林)は殆ど全く庇蔭の

位置に生ず」と云って居る．

HohenK"pfenに於ては,連績して‐卜分に氣淵を調査したかったから，

一日の温度の昇降即ち最高最低の差を説明し得るに過ぎないが，其れより

も必要なるは，種交の方位及び傾斜に於ける土地上層（地下約］縁-2cm)

の温度の連綾槻測であるが，當時斯る観測を行はなかったジ而して土地上

層の温度鯆鰐己地上25cmの氣温と同様の径路を示すべく，但し傾斜及ぶ

方位による最高最低の差は著しく多く宏るものと見徹される、

甲
Ｉ

、

卓

第二温度と林分構成
二

ぐ

林業の爽職中には森林に於ける温度槻測の結果を多欺に載せで居る鵡一

多.<:は林内と無立木地とZZ温度の差の類で，造林方位を顧慮すべき養料と

なるものは殆ど無いが，其原因は主として次の二鮎に在る．

1，使用ナる澗測器が違った外試験順序ｶﾐ逢ったりして，比較出來な

い結果を示すものが多lr.i,氣温にしてもJ日射の割合を正確に決定し難い

から，日射を受けないものから殆謹全く日射中の温度迄の有らゆる段階の

ものがあり．，調査の結果を一定の形に纒ある、ととが出來ない．

2．調査期間は輪伐期に比較し至で短期間の天氣の影響であり，調査せ



三

霊

.らるk林分も立地因子其他が多種多様で，観測した結果を直ちに他の關係

に通用し得る程明瞭庭する事が出來瀧い，､

從來森林の温度を観測したものは多欺にあるがｼー 術職侭行ふべき多数の

問題がある，之れに就ては一方には電氣抵抗寒暖計等に．より日射に全く關

係のない眞の氣温を観測歌ると共にy他方には日鎧を受けたる金礁澗葉の

温度を槻測する事である．雨者の限界内にある観測ではシ森林に開する温
”

度關係の一般的原則を誘導することが出来ない．

森林測候所は前記め領域に鳥する雪箇の観測を行堂ﾌ治尤も之れは眞の‘

氣淵を測つ;たものでも，金礁潤葉の日射を受けた温度を測ったものでも潅

いが；特殊の問題筵解決するものであるから,揃記の如き不都合がたい，

其れは箪屑林(アカマツ林，ナラ雑)と二段林（夕践上下木を有するアカマ

ツ林，ブナ下木を有するナラ林）に就て，氣候に關する種為の因子を調査

すると共に,温度分布の差違を調査決定涯たもので,此問題の結果を關係

類似せる虎に適用するは差実ないが，さ恥ど此二箇の観測から，是等の林

分に於ける實際の温庭の分布を炎脳ととは出來宏:い，斯る事晴があるた

め》箪暦林に於ける温度分布の二屑林の其'れ腫對する差を知ることは出來

る猟雨林に於ける温度の分布は判明じ‘ない，乍併マツ跡ナラ林共に軍暦

林と二段淋との差ばよへく＝致するもので）之れによf延般の通則として，

下氷あ,る林分は下木なき林分に比し，生長期節中の土地逝携の温度が次の

如き状態に在る二とが判る．

1．最低温度高萱とと．．．．←

匙最高温度低音．とと.．

3．温度の動揺少なきこと．

4．天氣の結果より生詐る温度の鎚化‘を來たすと_と晩く且つ其量脳少な

きと｡と

a■

’

一罰

~
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されば~『氷のある林分は下本なき林分に比,し．土地近傍の温度に對して

抑制的作用をなす，之れば一日内#ご於ても一年内に於ても同様である．

|‘

第三淵度分布湫態に基づく施業上の方法

造林上の方法は,特猟ロ場合に於ては,一軍に温度開係のみより決定迭ら

るム場合もあり得べきもフ森林施業の大多数の言儘に於て，之れを氣象上

の立場から云へぱ，日光,風,､漂氣，雨雲等の關係をも職臓すべきもの

でタ一定の事情に於てはｼ､前記諸因子の一:を主位に置き，他を第二に置き
●

て其造林法を定め得べ;〈，叉走むぶきものである．而して生長及び更新を

著しく妨害する氣象上の作用は，他の考慮を後位に置きて~も，先づ取除く

様にせ胆ばたらぬ，而して温度關係は一一多くは潟氣條件と|淵聯して－

林木の生長及び更新に對し決定的作用をなす場合が多い．

鯛*の氣銀，氣候，地質，土壌等の諸關係は場所により異なり，叉林木

↑

ノ

の要求も多種多様なるに拘らす，蕊ど總ての場合に通する造林上唯一の原

則がある，其れは自由なる日射，輻射及び風の流入に對して土地を被覆す

る事で，之れは少な･くも猫逸の紙態に於ては，合理的林業の原則である，

但し土地被溌と云っても，謹き粗膳値質層や蕪為潅木』雑草等の密生等

を意味するものでなく，土地を保護する樹木燕他の補助植物を生ぜしめ』

叉は人工被覆をなす事で;是等は雷に温度の最高最低瀞ﾛらげ,風の作用

を減する計でなく，潔氣關係を.‘著しく改良する，而して一定の條件に於

ては（弧き組腐植質を生3悪る塵-天然更新の實行等),前記の卿(Iの中断せ

らるム必要なしとしないが，之れほ特別の場合で，前記の原則の通用を愛

するものではない．

後章に蒸發の問題に於て#蝿噛rの蕊果につき詳論すべきも，識に注意す

～

べきは，林地に地被物を存したる急從來收穫絶無叉は過少であった林地
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が良好なる林相となった例が少なく癒’八，植物にまる地被の氣象的開係に

就ては，是迄赫細に調査せられないが，併し此方法により氣象上の最高最
■

低値（過熱及び過冷，乾燥及び潟氣過多）が非常に緩和せられる事疑ひな

い，されば是迄索象上の因子により箸じく鍵動を受ける表面積は，之れに

より地表よ“雌皮の上に移動し，地表は一種愛化し抑制せられた微細氣候

となり，植物の生長條件が改良せら熱るのである．

過熱期一一之れは概ぬ乾燥期である一ｶ噸繁に叉は定期に生ずる場

脈叉は傾斜及び方粒により（南面西面）日射が頚い虎では’完全なる地

被の必要あり，平均して乾燥温暖なる地方でも同様電ある．而して地被の

效果は,軍閥林よりも多勵氷が最灼よく發揮するものである,合謹れに對

する方法として各箇の場合に於て注目詮らるムは，‐

，、多層林の造成及び維持（軍層林を多層林に鍵じ難き場合には言『木植

栽）

2．更新を徐舞にし.(必要の場合は老木の下に人エ更新をなす)=稚樹が

]-2mの高さとなり十分土地を蟇ふを俟ちて，老木を除去すること．

3．土地被溌上下木の必要ある雁於てほ，更隷也に丁木を存すること．

4．特に危険なる箇所では，石,枯草木，技條の類を以て被覆をなすと

と 三

2及び3の方法は勢ひ伐木搬出の際被害を受け，叉運搬の支障と意るを

以て，事業家は是等の鋏鮎が林木⑧生長を増加する事により補ひ得るか，

或は路網を密にし蓮織器具を改良燕る等によ比鉄黙を減少･し得るか等に

つき，場所場所に應じ決定すべき鍾あり，殊に乾燥して荒溌し易き南面西

面の傾奈|地では注意すべき事である．

ビール鯉が山火事の原因となりだるや否やにづき裁判問題を生じた事

があるが，色ガラスの壜叉は英一都殊に壜の底でも火災の原因にはならな

二

－＝

、

、
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い,奮鏡も有利な日射關係でも，日射の大部分は色ガ･ラズに吸收せられ,燃

澆黙に達しない,普這の無色‘ｳ壜でも潤逸の緯度では,山火事の原因とな

る筈がない．

第 言 章 日光
三

第一節季均一日の光量
り ‐r～

森称測候所にて行った日光の測是にはEder.GHecht氏の次色換形グデ〆

による光度計を使用し,JII織械に海，込む日光（日射及び空の照射）を一

定時間毎に測り’其集計を見たのであ喝'､此機械にて測る光線は約360-

440〃の波長を有し,可覗日光中短波の範閲に馬するものであるj篇眞化

學を應用した感光紙による光度計にほ種麦の峡黙がある

．’：一定の波長の光線に限られ，即ち同化作用に關係するものでなく,、

嘉眞に作用する光線のみが記錐せられる．‘““

2；各箇光度計の示ず数は其れ其れ甚だしく異なると.と

3．取扱に注意しても尚不正確と透り勝なること．。

4．絶對的の測定に適せず，比較測定に適すること．

箭記の如き峡黙あり,、されば傾斜及び瀧成欣態を異にする林分につき光

線の観測を行ったが，之れは大繼の一覧となるもので，他の調査により.得

られた絶對値と上駿学ろに適し産い皀嘩之れは其中にて互に比較し,:葵

差遼に對する標準を與べろに迩謹ない．､，
q

』

蕊一方位の效果

eeig"･氏は荘olienK"pfen圓雄山の急斜"に於て，名坊位8箇所に

一
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月迄光線の観測
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による光度計を35･の傾斜に据ゑて，
少
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1926年5月より9

を行った， 其結果は第七間に示す通である， 標準としては，

無雲の日の南面に於ける光量を用ゐう之れを100％とし,叉調査’は雲量の

程度により四種に分類せ匿れた，轟雲量に於ける調査日数は14－26日に

て，圖には平均を示された．

光量の最高値は南面であるが，
平均1首I光量

暗100 其結果に依れば，東南面及び西南
B%iGc ’一一一再、｜

議‘‘_卑竺、、…師‘略桐繍と獲ったが,圃錐
｜／『､芦---．‘--釜、｜

5B"-ﾌz顔－－－‘…RET<,.山の訓胖の側に進むに從ひ’一日
参､慮己、、

""i'豆ニアーゞ ～…－
?％'0|……………-‘一…一”中に費される光量が少ない‐
oL

方位による光堂の差は晴天に多N･NEESES5WWNWN

三昧
農

斜面の方位

いが，曇る程少なくなり，至〈鍵
。－．晴c----｡鞘曇

x－皇-熟曇←'･…･÷琴曇
れば差が無いj斯る現象は温度の

第七岡35座の領斜地に於ける各方一
位平均一日光量の比較･(晴分布に於ても認むくく，方位の菱

藤県瀞灘藤灘化による雌と温鯉に於ては》
じて規貝蝿のものにあらず〕多くの黙に於て一致する皆のあろ

を見出される，唯主たる差違は最高値を現はす方位製なう，温度では西

南面及南面であるが，光線では南面傾斜地である．

圖に示した澗測は測光器を35．に撞けて行ったが,傾細§少なくなれ

ば，各箇方位に對する照射量の差も少なく准り，水平と厳顛ば差が皆無と

なる，されば間錐山全耀としで槻察すれば,､どの圓錐11iは睦山の底面積を

有する平地よりも多堂の日光を受ける篝である，蓋し水平の土地でば隣地

に照射登らるべき傾いた日光にも照射ゼFらるべく，殊に東西の南面は最も

傾いた日光にも浴し，一層有利である．

叩
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第二林分構成ﾅIf態の效果

-Geig".及びAmannの雨氏は試寧28-m829"Eder-HeCht氏の次色模

､形グラ〆光鹿計により,Schweinf"t近傍のブナ下木を有すると有せざる

とのこ種のナラ老齢林に於て，光度計を樹冠上（地上26-27m)と地上

3mとに据付け，光量の比較槻測を行った’共結果に依れば，落葉状態の

際ナラ純林は，ナラ純林上を照壷光量の54％を受けたが，ナラ，ブナ林

預は44％であった，反之葉の十分に發逵した時（秋の観測）には，ナラ

純林癖也上3m.で，樹冠上の光量の8%に過ぎないが，ナラ，ブナ林で

は僅に3％であった,さ躯ぱ生長期間に於てば,ナラ純林の地上に照射す

る日光の中，約落はブナ下木により吸收せらるる事が判る．

春季に於て，下木をなすブナが主林木となって居るブナよりも数日早く。

線になる事は，周知の事實であるが，此理由もこれで解礫する到勃§出來や

う:，春季着葉前樹冠内に入り込む温熱はj主林木に在っては風により容易

に吹き去られるが,下木に在っては主林木の枝によって風の流入を防ぎ,‘

夜はまた主林木によって輻射を防ぐ，されば春季着葉前，下木をなすブナ

の樹冠内は，誰も場合により主柱木たるブナの樹冠内よりも温暖なる計で

たく，夜は常に温暖である，殊に下木をなすブナは，着葉中は殆ど庇蔭叉

は竿庇蔭の中に在るを以て，常に自由なる日射を受ける主制司<のブ夫より

も，日光に感ずるとと張く且つ速いからである,Engler氏は精細なる研
吋

究に依工,庇蔭の芽の早く發芽する事を決定したが,同様に孤立迂るブナ

老木は，晴天の日氣淵の上昇が地上より始まるに連れて，下から上に向て

緑化し行くものである．

〆

で

第三日光観測に基づく施業上の方法

戸
ｌ
１
Ｉ
ｌ
１
４
１
１
１
Ｌ



〆

27

日光は植物に對レーは同化作用に必要なる光線とし，他は熱として二

重に作用する,ComPa4氏に依れ鶴植物に當る日光は大部分熱に蘂ぜら

れ，一部は葉を通過し，叉“－9％は反射される，吸收せら鯉た日光は

柵度の上昇を助ける，』斯く日光の光の作用と熱の作朋とは密接に關聯する

ものであるが，腫別して観察する必要がある．

渦逸地方の林木に對しては，日光ば光線として有害にfして生長を阻害す

る程に照さない，却て光線の不足を來たす場合があり，特に樹冠~ドの更新

に於てそうであるJEabricins,氏は大規摸の資験をなしたが，其れに依れ

ば,老木下に於ける更新の失敗は,.日光の縦乏と老木の根の競争とに原

因する事を決定した，即ち光線の峡乏と漁氣の訣乏と相集まって更新の成

果を妨害するが，其中にて稚樹の最小需要錐をも充たさないもの力逹因と

なる篝毒ある，照射する日光が方位及ひ§傾斜によりて異たるは既述の這り

通されば之れよりル元，其他同－p條件の下に，斜面が北に鍵る程，叉

傾斜が念となる患老木の樹冠が疎呑あるべき事力端諭せられる，南面傾

科では林分の篭閉を少し疎開しても，更新に必要なる日光を-卜分とり得べ

きも，北面で同一目的を達する爲には，非常に頚<疎開せねばなら麺，而

して東通i及び西面は其中間に在る．諺・

位置の南化と同様の作用をなすば，下木の宥無である，下木は主林木の

樹冠を透入する光線の大鄙分を素ふから,地表を照し稚樹に利用せられる

光線の量が非常に少なくなる，されば遥林上よ_り云へぱ，多層林に於て単

鳳林と同様の日光を地上に當てやうとすれば，主林木の諺閉を數等疎開す

る必要がある，さりとて多くの場合’更新の開始に際し下木及ひ§中間木を

除く_は通常で無いから－漁氣の餓乏が無い限り－下水が多く存する程

其れだけ主林木の伐採を猫める必要がある，されど下木中間木の甚だしく

密なる虚では，必要の程度に疎開せしむる爲》其屯の一部を除去する要あ

で
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るが，何れの場合に於て＆，是等の大部分叉は全艘を除く如きは避〈;べき

で〉事情に依っては，下木に枝狩を行ひ地上に光線を入り込ませる事が出
〆

來る,&V.Kalitsch氏が推奨する如く,_蒸發を減少する爲下木を除去する

は外土地が-ﾄ分蓋はるるか，或は温熱の欲乏が鴻氣の鉄乏よ拠多い場合に

避欝であらう，上木の無い土地では，ーf永の除去により風及び風光が地表

上に入り込んで蒸發が増加し,-I冒木が水分を消費する以上に漂氣を減少せ

し琴める． －

植物及び土壌に吸牧せられた日光は熱に鍵化し，温度を高め室氣の交流

を弧める計でなく，延v,では蒸發を増加する,漁氣が癌管に存う-るに於て、
垂

は,瀧物が日射を受け温度の上昇するはう生活作用の經過を促進し’一般

に有益である，植物の一部が日射を受け，過熱の爲損傷するととあるが,．

,獺逸の緯度では比較的少ない，過熱によ’稚苗の枯死するほ，是等の小植

物が直接日射を受けた爲でなく，土地の上層が熱せられ,､稚苗も熱の傅導
〆

を塞げた篤で乳從で暗色の土壌は非常に危瞼が多い，樹皮の軟かなる樹幹

に生ずる皮焼は,是迄庇蔭柔は半庇蔭にあった樹幹に對し言南東南より西

南西の方向を疎開し底い限り，恐るべき事はない,'必要に際じ下木を植栽

して樹幹を環らすべ<,又是非前記の方向カジら伐採する必要あるに於て

は,.數本の保残木を置くべきである．

以上に反し撫氣嫉乏の際土壌及び植物鐙が熱せらるれぱ乳掻き蒸發を起

、し#て蘂害を衆潅すう特に危険なる位置及び被害軽減の方法に就ては，既に

温度分布の項に述べた分曾,傾斜及び方位により温度關係の異渥毒は，全く

日光の直射に因るもので，曇天には起ら底い，日射は熱源として直接之れ

を受けた面積に對し，地上近傍に日射温度を起さしめる，之れは方位，位

置に應じ交林分総成に應じ，其れ相営の額と燕ろもめで，其經路に就ては

既に氣温の虚に述べた,

ア
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第二節林縁の日射關係

Geig睡氏は林縁に接したる水季裸地に於ける日照の繼續,林分が隣地に

投する陰影の幅て之恥は称分高に關係する）を，細て生じ得べき林縁の位

置につき説明し，夏至多至及び謹夜平分の場合に於ける關係を圖に依って

示したが，蛾には林縁に接する裸地の日照繼繍につき説明せんに,:北側林

-縁では,三月二一トー日.より九月二手f三日迄の間,朝と夕と日照を受けるに過

ぎないが，其庇蔭は光線の減少を來た式のみで，光線の不足を來たす事が

無い，吾入林業家に對しては,光線關係は問題でなく，日照により定め草

れる生長期間の温度關係が重要である，日照が長く且つ掻ければ；其れだ

け地表の温度及び葵近くの氣温が高まり，其れに伴って蒸發が増加する．

軍位時間の日射の強さは，雫地に在，ては太陽の高さと共に増加し2正

午に最大となる,東,_南及群西の林縁はj一年懸樋じ地方時の正午には全

く影を生じない，而して西縁は正午前，東縁は正午後影となるが,南縁は

夏至の際，蕊8時と％15時との間影が蔵いも日射の長さは時季によっ

て一様でないが,春分より秋分迄とすれば』Miinchen;･の緯度で次の如き日

射時間となる（菟時以下四捨五入）、

林隷の位経三月二十一日六月二十二日一九月二I弓三日
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之れに依れ嘩太陽の最も高い時(夏至）は,幾分束及び西に河章夫林
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縁が最も長くF1射を受けるが》 弧日射は水平の土地では南縁

西北縁東北縁も6％時間宛

射を受けるが；軍位時間の最

あっては東縁西縁も8時間宛，である，夏至に

日射を受ける，

へ

日射を受ける，既に曝氣の訣乏を生じた場合，日射は水の消長に甚だ不利

なる作用をなす，唯西北北，北及び東北北の林総は，日射の繼綾も短かく，

日射によつで促がされる蒸發も少なく,､林縁に接する裸地では，日射ば鋭

角に照射し，土地の温度も著しく昇らない，土地が日射を受けて起る不必

要なる水分の消斐を避ける爲には，更新上林分を嚇勵するにも，西北北，

北叉は東北北より行ふくきである，特に土地を裸出する場合には,西北，

東北叉は東縁でも，日射による水分の損失は相営の額に達し,西，西南，

南及び東南総では，一屑彊い，全生長期間叉は或る一定の早魅期に於て，

利用し得べき水分が少准ければ少ない程，水分經濟の立場か.ら，造林上の

手段に於て林縁の位置を注意すべきである,潟氣の峡乏を來さない場合は，

前記の方向からの伐採に際し,-他の林縁位置が温度の開係上一暦有利なり

や否やに注意すべ〈，叉場所場所で異をろ暴風の危鶏搬出方向，場合に

依ては下種の危害等にも注意すべきとと勿論である．＊

夢

二一

第 四章雨雲
－

第一林内に於ける水の收支

水は第一次の立地條件で，多くの場合森林繁榮の遅速を支配する唯一の

標準であるから，其増加叉は減少を來たす總ての因子を論歩ぺきである，

而して之れを鋪象學より観察すれぽ.．

：'）増加する側

1．雨雲鉦之恥は|ﾖにより月によ.り將た年により著しき差違を來だす

＝

Ｌ
Ｉ
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べきものである．

2．地下水の流入之れも事涛により各地域の水の蝋減に開し有力なる

作用をなす．

3．溪流河川等地上よりの流入．

4．地中及び植物地_上部分の水蒸氣凝結による露の形成之れは特に早

魅季に重要である．

5．枝葉により筌氣中より擶取迭らる上固禮液艘叉は氣磯をなす水分即

ち森林に於ける雲霧樹氷の類、

6．有機質腐敗による水分．‐
ｰ

b )減少する側'

1．地上の流失之れは地表の種類.土地の傾斜,水分浸透性,軍位時

間の降水堂及び其形態（雨,雪等）により著しく凝る．

・2．非常なる深虎に沈下子る浸透水．

3．．地下水の流失．

4．地上に存する水の蒸發,即ち二E地叉は植物鵲上に存する雨割く等の

蒸發．

5．土地よりの蒸發．

吾人は造林上の立場より水の増減を観察するに，其増加に就ては,毛細

管引力による吸收及び土地上層の水分調舗曽力あり，前者は腐植質叉は細

士の多い土壊で主要であり，叉水の減少に就ては，林内に生-す蘓る不要雑草

類の水分消変が加はり，残餘が林禾及び補助植物に利用せられる事とな

る

雨量の増加は，遥林上の方法では殆ど望蚕れない，唯露を増加し，或は

枝葉により雲霧の水分を求むる程度で，下木中間木を増加し，樹冠厨を複

雑にずる等，採取面積により期し得べ誉も’架の琴では，露の大部分は植

＝

ノ

1



声ザー

”
”｡

●

ー

32

物より吐き出され叉は塵出ぜられたもので，其證擦には，生存登る植物は

枯死せる植物よりも多量の露を生するものである．

水の經濟を改良する爲人工的に溺既をなし，或は地下水位の馴上を計る

は－或は排水をなすは-ﾆﾆｰ場所に依て．は頗る意義あるも,，潤迦の大識分

に於ける現状では，一般に應用することが出衆･ない,Wiirttemhergの
も

Sulmta,lに於て,Seyfried博ゴ詣導の下に大規模の森林潅慨が行はれる筈

であるジー定關係に於毛ﾀ潅漉せられた林分が生長を増加するは當然の事

であるが，之れが經濟的なりや否やを立證ナべきである，灌概施設及び維

持の蕊用が大部分溺既せられる高債なる耕地f葡萄園，果樹園）により負

婚せら払相接する森林は至て輕き割前を出すに止まり，灌漉に際しても，

唯ポンプ§代として]:m;*2苧－3Pfennigを支挑ふに過ぎない：

以上に反し，遥休上の方法により林木に利用せら･るる事なく消失或る水

量を減ずる事により,水の經濟を著しく改良する事が出来る…‐

b)1.2につき．水の流失及び深層への沈下は，腐植質や細圭の多い土

壌屑を作り，叉土地の裸出を趣くる事により，減少する.己とを得べ<‘特

に弧雨及び降雪に於て重要である，蓋し地表の流失及び急激なる沈下達防

ぐに於ては，地中の水分を豊富にし，乾燥期にも曝氣を保持し得るからで

ある．

”4につき．雨雲の蒸發は他の條件が同一なら,其れを含む表面積の

大さに比例して増加する，されば多數の下木中間木を有するｵ’扮，叉は澤

伐林に於ては，軍層林に於けるよりも蒸發量が多い，其私にも拘はら淘一：
P

叱腫の林分は水分經濟上有利である（第七章参照)，過密なる更新地又は

雑草の繁茂は，次の二黙により不利冠ある“

。（1）‘雨水の地臨仁侵入す‘る,を坊ぐ（特に弱‘き雨に於て,)．、－－顕-

--(2)是簿は其生長の爲圭趣の上層よ:り多量の水を吸牧する,されば雑草



劃
■
ｈ
■
■
■
貝
剖
■

、

33

℃

､の費消する水は，林業上非常に貴重なもので，有生地被物を繁茂させる事

は極力避くべきである．

b)5につきて．土地よりの蒸發は，風の流入及び日光の直射を避ける

事により，著しく之を減じ得るものである．されば土地に達したる水は努

めて之れを森林の用に供すべ〈，林業上不用なる雑草に使用せし妙』叉は

蒸發により直接室中に飛散せしめざる事は，林業家の競も重大なる任務で

ある．‐

以上森林に於ける水分の増減に就き特に詳論したが，之れ林業の收穫増

進上頗る重大なる意義あると，從來判定せられた韮礎が尚不十分であった

爲である降水量の額，其分布，月により年による奨動，雨叉は雲の別等

は，潤逸の至睡域に對し瀞､に知られて居るが一定箇所の森休に於ける水

分經濟を判定する爲には,尚未だ不テト分である．年堂500=600mmの地方

に於ても，造林上の方法に依りでは，年量700-800mmを有欽る地方よ

りも多量の水を生長時期に於て林木に言利用せしめる事が出來る．降水量其

物は人力に依て増加し難きも，林木に利用をしむる水鐙は之躯を左右し得

ぺ〈，此鮎は風や日射と恰も伺様の關係にある．

４

｡

〃

第二方位及び傾剰･の影戦

Geiger氏はBbhenKalpfenに於て夏の間の雨鐙を観測し，降雨の際

の風向に關して，斜面方位の影響渥つき義明した．其際観測箇所〈高さの

低い圓錐形の山）に於て，傾斜面の単位面積に落下する雨量ば，傾謡方泣

く風上面，側面，風下面)に左右をらる上とと至て少なきを示した．而して

其差は雨鐘が弧くなる程（軍位時間の雨量多き穂）減少し，弱い雨に於て

差が最も多いされど弱c'､雨は林馳の水分供給に蝋し璽要なる役割を演じ

ないから,其れにより生歩る差は称業坐餘り重要で滋v《.讃し弱い雨で座

、

亭

~

四 一
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乾燥季に於いて葉に吸收趣-られて，葉から直ぐに蒸發誉られ，植物地上部

分が乾燥の害を苑るムに過ぎない．

高地の風上及び風下に於ける雨量の關係を判定するに就ては，山岳地方

叉は高山と，丘陵叉は低き障害物とを劃然唾別する必要がある．前者に在

りでは,上昇したる氣流が上部に於て温度を低下し（10“,登る毎に0.5

-1.0‘下降す),識緒して雨遼を形成するが，後者に在りでは，筌氣の上

昇も少なく，著しき温度の低~Fもなく，從て障害物の風上に於ても水を分

離することなく，HohenK"ipfenに於ては外園の土地より約100mの高

地に在るが一氣流は上昇するのみで凌ぐ環流もするが－－雨堂を増加すると

いふ風上側はない．

、反之主風の方向に直角なる山脈f例へばSchwa]zwald,Baye'ischer

WEtld)にぱ,潟氣多き風上側と乾燥ぜる風下側と明|僚に存し，風下側の

上部に於ては，一定要件の下に(無風)多量の雲が積る．此斜面の部分に於

ける潟氣開係に於ては,風上側は重要なる意義を有する．而して斯る大地

域の降水堂開係に就ては，從來其調査もあり－－南猫逸に於けるHaeuSe]J

氏の調査一一林業家の好参考とな惠．以上に反し高さの低い山に於ては，

乾燥せる風上側と漁氣多き風下側とが發見される．（第七章参照）

風上側に於ては，無理に上昇せしめられた室氣は水分を分離するを以て

雨を含む風に間する林縁は多麓の雨を受くべfしとは，屡牽恩は恥ろ虚であ

るが，之れは正営でない．樹高3鏡血の林分は，氣流乘越の際室氣の温度

低下も少なく，殆んど水蒸氣の凝固が起らない．但し風があれ蝿雨滴は

垂直に落下しないで,風ｦ｡が狸ければ狸い程斜になる：斜なる降雨に直角

叉ほ歪んで走る林縁は，其後にある同面積の淵弱､より雨に鴬る面積多菩筵

以て，其後にある林分の分までの雨をとり，軍位面積富り雨避が多い．此

場合林縁は雨を柿る作用を乏し'林織が高き程密になる程又雨滴が斜にな
〆

ｰ

、
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j

る程著しく，林分の風下側は雨が少ない.…．．．・

雪は雨と‘異獲り，雪量は降雪時の風速により場所的局部鮒に違寺計でな

く，地表のｿ伏態により一様でない．殊に粉雪は落下後の筌氣の動揺により

ても異なる．雪が潟氣少なく輕い時は’殆泌ど降る時の風の速さをとり，

叉平滑なる土地では再び運び去られるを以て,.､雲の深さは林内の小局部毎

、

風力の減ずる場所，に一様で港い、 叉は地J急丘く有坐無生地被物力首密に存

雲の移動を妨ぐる虎にありては， 風衝を受ける裸地の分まで積んだ吹し，
一ー

土地に鴻氣を蓄積する鮎に｡つき，溜り駐生する 吹淵は重大なる意義を･有

する 言
一
一

第三林縁に於ける積雪

著考は森林の防風作用‘を調査謙る際ゞ 班輌もheil.近傍のUnte]ihaclming

に於ける樹高約12血-のダウに林の東縁に於て積雪の調査を行った蔦:其

縦は唯二如精蝿鏑謹である識之れ災りして林総に於ける雲の鎌布の正

確滋る規則を知るべ萱ものである．當時の調査を示せば第八圖の通りであ

る．其際既に成立及び經過の明瞭で巌い固堂つた古雪があり，其上に測鬚

の前日粉狄の雪が降った．而して全部の積雲状態を見るに,'林分高の二倍

の距離まで鵬.:蕊他の箇所より‘も積雪量は多い、

一般に林分に接した裸珊は，林縁に浴び士樵炊に多鐙の雪が積る．之れ

は風が弱くなるの笹,称分近傍にば多量の雲味が落下するからで,藩に林

分の風下側に著しい．

されど林縁近傍に於ける多量の積雪は， j劉廷域に於ける水の經濟を有利
~

毒 ＝

此虎は裸地に比して蒸發鐘少なく ，雨雲にする原因となるのみでなく， の

維擁漆良好であ:る._又南側以外の林縁は，冬に於酒は太陽輝低く．廣い幅

の影が出来る計で蔵.〈,，凱剛I憾参の隼無を通じて全‘〈日射を受け渥い、：日

守



－－－－

〆
Ｉ

36

射により起る雪の蒸發は，時堂影となる厘域では，常に日射を受ける裸地

よりも著しく少ない．尚注意すべ管は此蒸溌は0qc以下の低温でも行は

れる事である．其他水の鯛寺上林縁籍の有利なろは，林分近傍は風力を制

限することで，風力が強ければ狸い程蒸發堂が多い．
●・

林隷に於ける雲深〔東側う
C、

～

、赫鍛夢ｿ①巨溌（樹高12m)
〆

節八m林縁近傍に於ける雲深

荊総近傍に積った多量の雪は，どの制撒でも同様に其下の土地に利用せ

らるムものでなく,一一部は日射を受け蒸發して了ふ．此日射による蒸發は

南縁が最も多く，北縁が最も少なく，東と西は其中間であるが，東狽Iは幾

分少ない．叉慨に因る蒸發も，椒象の向により其量を異にするがｼ調鈴の

風下側に於てば，風上側叉は側面エリも少ない．されば澗逃に於ては，雲

を含む風は概忽西風であるから，東側の林縁は積雲童も多く，風による蒸

發堂は最‘少なき事となる．

今雪の堆積により土地に潔氣をもたらす順位に林縁を排列すれば，水平

の圭地で北，東，西，南となり，北側は水の經濟上最も有利である-て高地

の観察は剛として)降雪が無風，又I裳殆んど無風の際に生號るものとすれ

ば，林縁の位置は少しも開係なく了雪は各地同様の深さとなる

第四斜面に於ける雨雲量竝に林縁に於ける

。．雪の關係に基づく施業上の方法

潤逃の犬部の林地に於ては，潔氣を増加すれば生長を増進しﾝ得る鉄態に

在り，森林は年滝菫定の時季,_叉は年により爆氣の訣乏を來たず彦-常時叉

、

、
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は〉面積より云へぼ非常に少ない？さ

無jf,、

つ豊顧慮せらるべき吟，．土地が癖悪な

ほ大部分の期間水分の過剰なる鉢地

れぱ斯る土地は次記の方法に關係が

總ての更新法に於て，水の經濟に

る程淺き程叉傾熟多き程，是等を願る程淺き程叉傾熟多き程，是等を顧慮す石要切資である．．即ち

王．土地の裸出を避くべく,_天災等に聖:，裸出したる箇所ぱ可成早く補

助植物を以て蓋毒か,叉は被覆を加ふく<,_然る時は風及び日光の流入に

より掻く蒸發する事がない．

3．可成腐植質を蓄積しｿ地層の上部に氷を保持せしむるとと・粗腐植

質のなき限り落巽願を採取巷ざるとと．

3各方向の謬閉したる牽屠林叉は多層赫を造成維寒して,水分を浪費
一

式詮雑草の繁茂を除き,．若し雑草繁茂した‘る時はj刈りて被覆とするこ
む

と ．宇

Fabricius氏は婿悪なるア亥マツ林地を植物材淵を以て被覆プー る試験を

したがシ之れは上記の方法に合致するもので』多く"の場合一播地に垂一箸

I

し<生長を増加するものである．元より潟地或は粗腐植質多き立地睦於て

は久工被覆の必要たく，反對に風及び日光をふり込ましむく:きである

-1－f

第 五章空中潔氣、
１
－

蚕

.薬

第一森秣に於ける空中縄氣観測法
k‘

林業書に於ては，空中漁氣の決定につき》多くは關係爆度即ち空気中に

0

1

含有せらるム水蒸氣と水蒸氣により-で飽和巷しめ皇維たる量との百分率が

蕊げられて居る．而して之れは毛髪鴻度計其他により測られる蝉而して此

際の氣温が判る童らぱ’.迩雨渚から漁氣の絶對値を知ることが出来墨而

＝

~
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・して､ﾘ､にて現はじ.た氷蒸氣の張力を以誼，箆蘋中｛に含まるる水素顎と見
担

一徹し得るから'mmにて表はした氣厘は；1m:Iの室氣中に含まる~L水の量

を､｢グラ.ム」にて表はしfたものに等しい．

林業家に對じては，關係潔度ま．りも，温度と關聯したる絶對の漂氣量の

．‐方が易漁氣關係の標準となし得るもの両~關係漁度ば唯粗雑なるﾆｰ蕊を示

・すに止ま.りジ温鹿なしにはf噸することが出來底い,･温度と絶對函潔氣量

とが判れば，簡箪に露黙ぐ室氣が冷却により水分の分離を始むる温度》及

誰飽差(與入られたる温度に於て,:筌氣中に含有じ得る最大水蒸氣の量と

賞際含有せる水蒸氣との差をmmに-よる氷蒸氣張力叉ぱ1.m')に於ける｢グ

ラム」にて表ほしたるもの）を定むる事が出來る．

林業上露黙あ重要なろば，露鮎を下づた量及び冷却登られた室氣の量が

判れば，分離せらるム水量(露》を知り得るからである、斯くて定められ

売霧の量に加はるものは，植物より吐き出さ胸:叉は押し出された水量で

余‘乙賭では,此額は生活経る植物の地上部分ではｼ悪しいものである．
Lイ

飽差は蒸發に對じ非常に重要蔵る大;さを示すものでシ之れは風遮蒸發

せらるべき面積（叉は水面）及び筌氣の温度，氣墜jと關聯して,識の永蒸

氣形に鍵る部分産走むるものである(樹木によりて吐き出される水分が樹

種により異なるは，全く飽差の大さに支配せら鯉る)._“

將來森林に於げる潟氣の査定に就てば，關係漂度を首位とすることなく

飽差と温度とを調査すべきもので，次に雨者の大さにつき論じやう．、

第二林分7溝成の作用

-･G"eigeエ氏は多数の月に亘，,.Wondr節に在る樹高15mのア殉マツ林

一に於て，地上2.4,ユ2.6,16mの關係漂度を観測した．其林分ば一底純林

・池はグヴヒの中間木及び下禾のあろもの藩謬った．其中五月，八夙十月

零
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の温度及び空中漂氣關係（關係潔度）より潟氣の絶對堂及び飽差の最高債

(月季均)を計蝉･し，吾人の槻察に鯛する塾礎どした．但し雌数値は大要を

示したもので,+分精密であるとは瀞L難い，尤も之れは物理皐的數學的

締密を期し得べきものでもなく，叉葵必要もない而して實際の關係に比

し，第九圖に於て生じ得べき差は，次の條件によるものである．

1．漁氣の絶對量計算に使用せられた温度は自記計よ‘り採ったが》之れ

は平均して梢高過ぎる．蓋し晴天に於ては，日射により幾分高まり勝の氣

温が記録せられるからである．

2．關係漁度の最低は溌度の最高と時間的に一致すると云ふ前提が必要
E

である．普通此要件は正當なる筈で，其れと背馳するもの健，一箇月の平

均慣をとる事により全部叉は殆んど全部取り除かれる．

3．平均一箇月の最高温度と季均一零箇月の最低關係潟度より計算せられ

た星F均一箇月の最高飽差は，毎日最高温度と最低關係漁度より得られた毎

日の最高飽差の正確なる計算及び其平均値と幾分違った結果を生木る場合

がある．

第九圖に地上16m(樹冠の幾分上),地上1256m･(樹冠の間)地上24m<Jz地上1256m･(樹冠の間)地上24m<Jz

地に近い樹幹の間）の三箇所

一に於ける一箇月平均の最大飽

差を示したが,細ての場合に

於て，アカマツ純林に於ける

飽差は，クウヒ下木中間木を

有する林分より大きい．アカ

§誠マツ純林には日光及び風が入

り易く，風は樹勿及び土地よ
箇月

り發する水蒸氣を華ひ去る計

｜’

月別季均施差最高値

’
控
⑱‐

高
さ10
へ

獅

高
I5m$
ー

！
0123』5’ヨ7119101112

館差氣圧量(miIL)

あかまつ椋純林たう”下木誘誠

:;｡;8==s扉二二：
10月一金ムー

第九園二種のアカツ林に於ける¥均一箇月
の最商飽差
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でなく，疎なるアカマツ林にほ，日射によりて室氣の旋回を生じ易く，之

れにより水蒸氣を燕はれる、但し前記雨林分に於ける平均の差迩は,‘唯晴

天の際に惹起するもので，曇天叉は雨天に在りて.は乳全く差違なきか或は

其差少なく，從て晴天には前記平均値よりも甚だし〈大なる差違を生ず

る．されば調査した月の天候關係は頗る重大なる關係がある．

飽差の最高値は，雨林分共に五月に於て最大である．之細叱時期には屡

屡乾燥期を生ずるからである．而して樹冠上（地上16m)では雨林分の差

最'も少なく言-森林の影響する範園外の高さでは其差oとなる－＝反之樹

冠の間では其差最も多く1．4mmとなり，地上近傍(2.4m)では復減少す

る(0.5mm).地上近傍の差少なきは，恐らく多の降水量にまゞ り，春季尚土

地に漁氣多き爲であらう．

八月には脳lの二線の経過が五月と為一部同瀧であるが,樹冠上の差は笹だ

沙准く，樹冠の間では大きい．唯土地近傍に於ける飽差は>･純林にありて

は下木を有する林分より著しく大きいが，之れは純泳に在り;ては,,春夏の

經過により土地の著しく乾燥した爲である．

十月に於ては，雨林分の差違最ﾉj,となる（純林の樹冠間の分は機械の峡

難により糖密に示されなかったが),叉飽差の最高値も五月及び八月に於け

る分のユム言－1/4に減ずるが,此時季は季均温度低〈，日射も弱きに因るも

のと見徹される．

されば生長時期にありては，下木及び中間木なき林分は，之れを肴する

林分に比し，月平均の飽差が特に樹冠の間にて著しく多く又地上歎米に於

て＆多い．．。

雛三椛成状態を異にする林公の纒氣棚測に

基づく施業上の方法

垂
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、森林の水分經濟上蒸發の重要なる黙に就宅は第七章に詳論すべ巷も，

蒸發上至天の關係ある飽差の減少法としては，次の二法がある.‐

1，遮風を行ひ，林内の漁潤なる塞氣を除去軽しあざる蕊
＝

地上まで密に林衣を作り,.必要の場合燭氷縁に灌未を樹て,叉下木中間

木の造成維持により上郡より風の入りj込むを隣"ぐ.‐

gjL樹間叉は土地に日光を直射遥心めざ:るこ･&.|

：日射は温度を高め,､之れによ抄薙蓋及び蒸發量を高むる計で濯ぐ，淵凌

の交巷により，土池及び樹間に驚ける室氣の動揺を大たら･しめ,樹間の潟

潤議る室氣を諺か妻るがj下木中闇禾を有す藩剃扮は,1ﾖ射及び室氣の動

濡議減＆られ岩.豪-･‐．一

・溶蔵ger3氏は日射を受げた地上近傍には，著しき繰氣の不安定及び動揺

のある事を調査確定した．即ち_日射を受け恥ぱ,土地又は植物より生ずる
了＝・諭倭・‘．．≦・、

水蒸氣は，氣流により直ちに除去せられるからである．

前記の方法は’！皇坐長期節中に屡疑叉は規則的に漂氣力曙し〈絞乏する際

應帰すべき‘のである．されば水分の過多なる場合に於ては，風及び日光

が樋開誕は土地に八:り込む様に吟蒸發を朧泡にして水分の過多なるを除

くやうにすべきである

〉

土

第 六輩風
~

風に就ては,’一方には風の森林に汲ぽ式作用あ-り，他方には森林の風に
1口

及ぼす影響あり，森林氣象蕊の研究開始以來色愛と論議迂らあ上問題であ
心

る．風の森林に有利なる作用，縄へぼ称内の窒素を新鮮にし,根を動揺し

て圭地を輕髭に喝樹木の蒸發を促進し，種子を撒布し）有害昆錘に對す

る生活條件を不良にするが如きはタ森称測候脈に於て調査しだい恥ら，本
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書には述べない．然し特殊の場合を除け鶴風は頻繁且つ劇烈に塞氣の動

揺を来たす爲,其弊害は長所よりも遙かに多い：而して風の作用に就ては
賭

次の二極に唾別する必要がある．．

］:、Kiinkele氏が發表した所謂風の小作用

2．暴風の害〈風倒j風釿，根の損傷）

1に風する作用は，特に蒸發．同化作用，移動し易き土壌叉は落葉の

集散，樹冠形，枝條の位置及び着葉状態等に影響あり，而して其程慶は風

力シ風の繼績，温度，動揺する室氣の飽差,､地形，地表の凹凸，各樹種の

過度の蒸發に對する抵抗力等によりで塗りシ叉2に馬する被害の程度は，

樹種の抵抗力以外に，風速，方向及び風速の良否，暴風衝撃の調諮作用

の繼綴，地形，土地の乾燥叉は凍結の程度士|生,林分欣態により異なる．

第一節
■

林分に於ける風の關係
÷

風速の瞬間的数値は判らないが，季均風速の連絞観察をなすには，氣象

學では,概ね風盃を十字に取附げた風力計畑obinsonの風力計)を使用し，

別に計数器を附けて，其|司韓数を調査する溌之れは裸地の調査には適當

であるが，森林の精密調査には適しない．

ユ．此機械は毎秒約1mの徴風では廻らないから，測り得ないが林内に

於ては斯る弱き風も屡糞調査する必要がある

2．此風力計は十字の風盃の李面に集まる筌氣の動揺を測るが，斜に當

る風には感じない，然るに方瞬隆の内部には，室氣の上昇下降等を來たす場

合多く．此器を聲遥に据付けたのでは，測り得ない.‐

著者及びGeiger氏の行った風速の調査忠，大部分-卜字盃風ソ]計である

が）･前記の如き林内測定に適しない黙もあり，最近此峡黙のないものが作

製せられたが，尚十分試験を要する欣態である．

凸
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二

第一斜面方位及び傾奈’

Geigely氏はHohenKarpfenの圓錐山に於て，夏季中の風速を観測し

た．30-35･の急峻なる規則正しき丘陵であるが，植物の存在が一様でな

く，風速の分布を大層妨げたがｼ‘其れでも調在を仕上げだ．大磯に就で観

れば,風上側に在っても，雨側面に比し平均し-ご臓速は大でないが,風下

側は著しく風速が小である．

他の主要なる關係に就ては,､著者がHohenRh6I1に於て行った大規摸

の調査で定めたが，此虚はBayernのHoChrh6nに在る平坦無立木の谷

電風速毎秒l-g10mの範園では，土地の傾斜5~二8。より多くない山腹、

叉は山脊に比しj殆んど同様の風速であり，斯る少なき傾斜では，明かに

風は地形に適合するもので，風上側とか風下側とかの差は認められない．

反之土地が10・乃至最大15.迄の傾斜では,明瞭なる風下の保護と風上の

風速の速さとを限定する事が出來る.其れよりも施業上造林上重要殻るは，‐

10-15･の急斜面を吹く場合には,"風上側よりも側面の風速が速いと雪ふ

事賞の發見である．氣流の線は山の側面に押し集まり，典れに依て風速の

増加が起るのである．，

EolienK"PfenでもHbhenRh6nでも突風(m"fallfwind)注定珍

得なかった．雨者とも地形上斯る風を生ずるに適しない．小さい圓金鰐彦の

HOheliKarpfenは上走するよりも同走する風が多く，されば蝦い下走の

風を形成しないが7HoCh]yh6n上のzF坦なる地形では，氣流は殆んど全く

地形に一致する．突風の生ずる爲にはも風下保談帯の存在を必要とする．
されば林業上恐ろ-しい突風は，突風に因る暴風害とし別に取扱はれ得かﾐき

ものである．

丘陵叉は山岳地に於て，靜稔にして日の鴬る天氣には，筌氣の温度力鍾

、

の
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ふため，山叉は谷の風が谷を越え山腹叉は山脊を登って行く．而して日中＝

山を上って吹<風は，中腹以下では弱くなり，中腹以上では弧さを増すが

夜にな#しば，山より陳き下す風は，中腹以上では弱く，中腹以下では，弧

〈滋る‘斯る純然たる溌度の差により生ずる山風及び谷風はj之れに因て

森林に風倒風折を起す程の弧さにはならないが，頻度も多く常に吹く事に

より，特に其風淀曝さるム場合には，生長の阻害，落葉の吹去り，土地の

癖悪化等を來たす．9

第二森榊篝成の關係

Geiger氏はW血迩ebに於て，クウ.上下木茂ぴ中間木等を有すると有せ

ざるとの二種のアjカマツ林につき,XGeiger,Amann雨氏は,SchWeillfurt

に於て,ブナ下木を有すると有せざるとの二種のチラ林につき行った風④

槻測では；地上数米から樹冠暦の上まで，即ち樹幹間及び樹冠間を通じて

風速を調査したが；,其結果は樹種ば異なる（針葉樹潤葉樹）に拘ら充互

によく相一致し，其差違は林分雄成の異なる（軍屑林と多層林）に因’て

起るもの遍樹種に開するもので無い事労判った．

其結果に依れば，中間木及び下木を有する林分は，常に且つ細ての高さ

に於て,単層林よりも10-40%風速が少ないが，唯多層林の樹冠のすぐ

上の風速は，単層林の上よりも多い．方瞬に衝突する一定堂の空気は,.林

内を吹くか或は其上を吹くもので，林分が密で室氣の小部分を遥遜させる

に過ぎない場合は，室氣の大部分は林分上を吹〈，斯る原因より多層林の

すぐ上では，箪暦林のすぐ上よりも風速が速い．

無風時の多數の場合も，林分内に於は-る風速分布と同様の状態をなす．

総ての場合に於て多層林は単層林よりも無風時が多い島之れは蒲葉前のナ

ラ林でも同様である．

『

野
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前記雨種の試駿を精細に行ふ事は不可能である．蓋し毎秒0.7一目1.01n以

下の風速沙なきものは，精細に槻測し難き計でなく，‐卜学風盃風力計は水

平に於ける室氣の移動を記録するもので，特に重要なる上方墓は下方に吹

く風の槻測は頗る困難で，殆んど不可能なる爲である＆：されど森林内部の

総ての生活の事例に對しては，水平に於ける塞氣の移動のみでなく，各方

面に向ての移動が標準となるものである．

林分内に於ける風に對する此種の調査は從來尚存しない．乍併蕊暦林内
、

の室氣の環流と，之れに比較すべき多撤林内画室氣蝋流との差は，雨林

分に於ける筌氣の水平的移動の差より多達は疑ない何となれば,軍属林

瞳多層林よ皇’も多量の日溌を受け,熱の交替(窒氣の上昇叉娃干降）を惹

起するから;で，叉軍暦林に於ける樹冠喋瞳が多暦林に於ける塔播の合計と

同一なら-嬢上灘まり入り込む風は殆んど同量であるがく多籔の炭き網目

を有する格子は，網目の小さい格子よりも風を制動するとと多きを以て，

多層林懲簔分有利である),軍層林の獄幹間は開放し迄j.多層称の樹韓閣よ

りも塞氣の流動が掻く漁り得べく，叉単層林は各宏面に-'一分欝閉せざるか
〃

或は各"fに孔隙を生すべき尚多暦林は林衣及び樹幹間が密にして，軍層

淵抵常に風速が大になる

万

第三樹冠層の上表に於ける風の關係．

●電

Geiger氏は1931年Mittelfrankenに於て,マツノアヲム愛類(No"ni-

den)に對し,毒藥を撒布した際,Feucht近傍の駆除地に於ける氣象翻り

就中風の観測を行ひ,其結果を發表した，元の飛行機及發動機に依る毒藥

撒布に於ては，其結果は特挺樹冠空隙の内部及び上部に於ける室氣の動濡、

(風及び室氣の昇降〉に箸迄ぐ左右せられだ，空氣のズk平的流動は簡軍に

測り得べ〈，且く顧慮すぶととも出來る,:然し最小室間の室氣の温度の差

凸
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により，或は周園の空氣と温度の逵基固定物_(例へぼ枝葉，土地等）があ

り，之が爲室氣の上昇叉ぱ下降を來す事により．生ずる空氣の昇降は，關係

が全く.別である．、

其調査の結果,樹冠屑上で水平に計って毎秒ユ.0m以上の風があっては，

效果的の撒布は困難叉は不可能である事分割ったが，室氣の昇降の程度を

計らなかったので,此職を確める事が出來准かつた.、

發動機により撒布する場合は關係が全く別である，樹冠の空間には室氣

の粘蒜性があり，飛行機撒布に於ては，之れが爲上方より送り込まれた毒
､

粉は分布された炊態で樹冠の空間に逹し，永く其虚に漂って居るが，下か

ら發動機に依て撒布する場合は,此粘着性に依て毒粉の樹冠室聞に入りこ

むを妨げ，多くの場合毒粉は樹冠空間の下に撒布圏圖了られ，或は之れを突邇

‐し，たやすく風に通ぴ去ら:れj此何れの場合も藥品は樹冠空間の希望の場

所に逹しない、

毒薬#肺も其後非常に進歩した，されぼ接鯛毒物を使用する場合，鴻氣
〃

及び降水は殆んど何の役もじない．叉水平に於ける風の開係も容易に読明

登ら恥るが，唯多少明瞭で灌いのは，樹冠室聞及びすぐ英上郡に於ける室

氣の昇降及び撒布の際の空中電氣の關係である

毒薬撒布に重要なる筌氣昇降の状態は〉恐らく煙の動きに依て調査する

事が出來る，尤も今は水平面以外を測り得る風力計もある溌裸地で観測

する程そう完全には測れない．

第四林衣帯に於ける風の關係

苓者ば-Ai]zing掛林署のタウヒ老齢林〈平均高15mの老齢丸太林)雷，

よ・〈林衣の出來て居る林縁の通風状態を調査した,此槻測に於てはAlbre-

cht.氏の熱線風力計を使用したが，之れは風速の瞬間値が判り，且つ森林

～

一

ー

1
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氣象に必要なる毎秒10cm迄の小風速を槻測する事が出來る,此機械の訣

黙を簡軍に云へぼ，唯一方向の風速のみを測り得る事であるﾗｰｰ定の機械

の据付に於て，熱線面に直角に鴬る筌氣は正確に槻測されるが，他の方向

に向っての室氣の移動は，頗る密なる洞競では水平庭廣がる技の爲に起ら

ないが，唯折曇水平に吹く風の方向韓換は起り得べく叉起る様である，林
申

縁外の氣流は殆んど常に林縁と同じく圭ヴ卿潅に測り得べきを以て，釜観

測の間熱線面は林縁に直角に立てられたから，林衣内及び林分内の風速の

値は－此虚では風は主として称縁に直角に走る一一幾分遥少である．(多

くも15％位)．

第十岡は観測の結果を

一覧的に表はしたもの

でｳ全観測の間+192cm

の箇所に十字風盃風力計

･．を置き,‘他の測黙には熱

線風速計が据付けられ

た．5秒宛の間を置いて

15同の観測をした沁

澗測値の筒低を幣欣に表

はした,地上52cmの測

職に於て次の如き結築を

林衣屑に漢ける風速

弱・風

。
》
２
１
０

ｰ

串
｛

－一一一一一ー一ー一一~一

一 彊風
〃

』
Ｃル
練
風
速

●

４
３
２
１
０
３
》
２
１
０

－
一
一
》
一
弓
一
Ｆ
一
壷
や

秤

平均

＋192＋50ー50

Cm林鐵よ』ﾉの巨難．
－250350

策十圖林線濡に終け号風速得た．

1．塾だ密なる赫衣を透す風は192clnの箇所の風速の20F-30%もあ
●

ろ

2．林分内及び林衣内では，開放地.よりも著しく風速の高低が緩和せら

れる．
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3；1，及び2に記しだる範園内で陸，開放地(192cmの鮎）に於て風

速が毎秒2.0mより3.6mに増加したる場合に於て,林内及び林縁内では，

クゥヒの水平枝が格子の作用をなす結果風速の減退を來たす.弱い風は各

箇枝條間を通過し得るが，強い風では枝が互に打ち合って風の流入を著し

く減ずる．

後述する如くシ開放登る林糘に於ける風力關係と上鮫し，密なる林衣が

林縁帯上の風力關係に著しく影響をする事は判ったが，然し風速が少ない

からとて，炭酸肥料が剃沐の生長増進鋲役立つ程にはならない，林内の地

上近傍に於て，室氣中に炭酸含有量の多い事は屡を認められる事である窪，

之妊は無風の場合は高さの低い植物に利用せられるに過ぎない．而して書

間は日射により，樹冠内及び樹冠上に彊い室氣の同流を生じ，土地より上

昇した淡酸は忽ち樹冠上に達して:，風により運び去られ，叉|淵放せる造林

地酒は，日中は土地近傍の炭酸の多い筌氣は忽ち運び去られて，殆んど造

・林水の役に立た茨，夜は室氣中に炭酸が多いが，之れ亦同化作用には效果
一

がない．

第五孤立木及び開放せる林線近傍に

於ける風力關係ｒ

孤立木の近傍叉は林縁の開けた虚に於ける風の永綾的有害作用は，土地

が被覆せられない場合に著しい．荒屡作用は主として風に依って高まった
■ｰ

蒸發叉は乾燥の結果である．

Kiinkele氏は風の全作婦に對する標準を定むる篤，風の作用の定義をし

たが,風の作用には,氣候學的に敢扱はれる一定地域の厳い面積に亘る如

菅ものム妬孤立木，椎鮮，開放せる林縁,岩石零種之の妨害により生ず

る局部地域的作用がある

卜

ﾄ
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‐著者はObexelSbach近傍にあるBayeXiSPheHocInhiinに於て,枝僑12

mのよく發蓮し風に傾いた樹冠を有するズチの周邊で,地上50cmに於け

る風を訳臨し，之れを全く影響を受けない筌地の風速:と比較した．

地
禰
樹
周

ｇ
ｏ
逐
一

一
一

ワ

(迄

策十一圖地｣z50cmに蕊ける風速一
＝

･'1エ時間に亙る槻測の結果を第一ﾄｰ掴に示した．今全く影響を受けない

観測箇所に於はる風速を標準とし，其百分率にて表はすに環流せらる典樹

木の側面1mの虎では，風速は与64%迄増加し,5mの周邊でも，側面及

び風下側は尚著しく風速の増加する事が判った．唯樹幹の直接風下の小面

積のみ開放地よりも風速が少ない,樹幹及び樹冠は風に對する障害となり，

瑳流せらるム側の風速を増加する，部ぢ風は地上に當,，前記の様方結果

となるのである．

同様なる風速の増加は，風が林衣の十分でない林縁を通過する際にも生

ずるγ此虎に達した風は，一部は林分上に流れ去り，一部は開放地を吹<

よりも速い速鹿で，林衣の不十分蔵る林縁より樹幹の間に入り込む，而し

てこの流入する彊弱は，下木叉は生枝枯枝により風の侵入を妨ぐるや否や

に依て一様でない，著者はUnterhachingに於て森林の防風作用に開する

調査の際，是等の開係を決定した．

森林測候所が風路に於て行った標準試験も同様にして，特に妨害を受け

、
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ない風で，速度の増加歓高さと共に生ずる場合，若し障害物あれば，速度

の増加は其下層に起る事を示したが，叉此速度の増加は自然に於ても，地

上近傍に在る事を發見する，此開放地に行った標準試験の結果を直ちに林

縁に陣用する事は出來ないが,此試験は開放地に於て孤立木の近傍に見出

さるム風速の分布を確定するものである．

第二節森林及び生雛による風の保護

‐第一森林の保護作用

森湖ﾘ候所では風の保護に闇する調査を森林及諜生雛叉は人工的障壁に

つき，地上20cmより約200cmに亙って行った，之れは目立った速度の

減少を來尭ず蕊謹帯の幅を定める篤であった.
森林に開する調査は亜伽Chen近傍のUnterhaChing及びAnzigの針

葉樹林で行った，此森林は〃諺ビを主とし，多少錘アカマツを混℃，澗葉

樹を散生するものである,･金|葉樹林生長状態の季節的鍵化，氣温，空中鴇

氣,日射關侭土地朕態等に就ては顧慮せられ燕い,何となれば,是鍵は風

向及び風速の決定上さまで重要なる作用が無いからである．

風の保護作用はシ風向と林縁との角度に關係する事が殆ど無い，併じ保

護帯の幅は，林分の風下では林分高の約10倍に達するが，他の總ての方

向では林分高ゐ約8倍である，樺伐林誕は中林等不安定なる樹冠暦を有す

る林分は,軍層の樹冠層を得する林分に比じ,其保謝言用は幾分弧〈，且

つ逮方まで達する，保護帯に於ける保謹の程度ば，林縁を遮るに従ひ漸次
、

減少するもので,直接休分の近傍の風速は，開放地に於ける風速の数分の

一であるが,保護を受けない開放地との蕊界近傍では,開放地風趣の90二一

95％である．尤も著者が保護椿と孵するは，風を5－ﾕ0％弱めるここ地を

婿すも､のである
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此保護帯の幅は，地上0.5mの風に就て定めたもので，若し此高さを増

せば，保謎雑の幅肱梢減少し，高さを減ずれば幅は増加する，又これは毎

秒5m迄の風速につき定めたもので,其れ以上の風は調査しなかったか

ら，之れを決定し難いが，一層蕊い風でも，保護帯の幅に著しき鍵化の無

いものと信ぜられる．

観測は十字風盃風力計による外，燥煙に依て行はれたが，其際風上及び

風下の旋同現象形成に銑て確定ぜられなかった，空氣を通過せざる障害物

に當つた場合旋回は必らず生ずるが，常に幾分風に侵入せしむる森林は，

此現象に對し必要なる要件とはならない

保謹帯と保護を受けない開放躯との境界近傍には,屡盈林縁に平行して，

開放地上よりも風速の梢多い線を見出す，此精は風下では林分より下った

風，風上では林分に上る風が，土地に衝突する虎である，林分に浴びて生

ずる風速の少准,き部分はう=開淡地の風に對し障害となり，其虚を環流する

爲幾分風速の哨加を来たう-，此速度の高まった環流風は，此調査に捨て地

上近傍で確あられる．

第二障壁及び生離による風の保護

.Geiger及び余はBadersfeld.SChldsSheimに於て，高さ1.5m長さ60

mの風を遼過せざる障壁に依て責験したが,之鮭に於て新たに發見された

のは次の諸鮎である．即ち風上側に於ては折垂，叉風下側に於ては規則正

しく圓筒形の旋同を生F余る事で，之れは時為風に運び去られて消えるが，

数秒後には叉生ずる，保護帯の幅は森林で發見さ恥た維果と餘リ鍵る事溌

く,風下に於ては障壁の高さの10－12倍,風上に於ては6－8倍である．

著者は.Bade:rsfeltl-Scmeissheim泥炭地作業所に於て,軽き泥炭土の吹

き去らるムを防ぐ篤設けた生雛につき其效果を調査した，第一トー|団は全部

一

～

’
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一

障 壁の防風敷果

風速の配置
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節十二圖Badersfeld-SChleissheimに於ける

防風装置の範園に於ける風速の分布

の保謹装置雌に調査の結果を示したもので§生雛の外に西方にカバの老木

の列があり，調査の際落葉して届つだ總ての外部の調査は西風の際行は

れ，されば生雛ば直角叉は殆ど直角の風を受けた，全く影響を受け底い標

準の風速はPoで測られたが,之れは250m離れた牧野の中に設けた．最

も古い生雛(Hr,高さ約3.40m)は施肥と手入とにより風を通過しない程

密になり，風を逼遜しない障壁に類して，風下には時為消える旋同を生じ

た，之れは著者が多数の實験に於て，生存せる樹木により風を遮った爲旋

同を生じた唯一の場合である．

第十二園に記載せられた風速腫依れば，カバの並木及び最も高い生雛に

保謹せられた腫域では，風速は同時刻に於ける開放地の風速の60％に達

する蕊力ざ無い，唯低い生雛の近傍（圖の右側):では70-75％となった．

此場合槻測が地上20cm壱も50cmでも將たユ00cmで行はれても關係が

な』ﾊ,叉開放地の風速の百分率による風速の減少は,測定の範瞳|内(Poに
可

屯

〃
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於て毎秒2,8-5.3m)では,!殆ど風速に關係しない唯百分率にて表はす

に，風速の多きものは少をきものに比し，幾分制動を受ける事少撒吠，

(第十二間に於て,一定の測高に於て槻測したるものに,同一様式の線が2

本引かれたものがある，之れは撲械の走る早さにより生じたもので，其時

の速度は此昇線の間に在る)．

カバの老木列及び60m置に設けた3條生雛によって,直角に受けた風

は，開放地に比し少なくも40％だけ制動せら恥た，されば此施設は完全
′

に其目的を逹したものである．

第三都議獄に於ける暴風の害

最近数十年來暴風被害の調査は，一般的の槻察から，各箇場合の多数を

調査する事に鍵つたが,‘此方法は結果を得る事容易である，何となれば暴

風害は多種多様で，之れに對する保謹法も各箇被害の多数にまいて定必得

べく，一般的槻察に依て定め得るものでないからである．

林業上特に注意すべきは,Eifert氏Bargmaml氏等の調査で，彼等は

地形による風向縛向の基礎的意義を示し，暴風被害減少に就て多数の遥林

_Eの方法を定めた,特に唖itzsche氏ば風及び暴風の邇應性竝に風倒に於

ける機械的基礎を調査し,XBurger氏の論文には,風倒木に於ける陰れ

たる被鴇即ち所謂繊維の動揺に關する一章がある､
色

Schmanss氏は氣象學の垂場より貴重なる論文を發表し，方位及び速度

の不良性を論じた，風向及び風速の著しく鍵化する風は，一様にして平均

せる風速を有し，動揺の少ない風よりも森林に對して遥に危嶮であるとい

ふ

斯く多数の女職は有るが,暴風被害の成立及び經過に就ては，尚多欺の

疑問もあり，從來誤信せられて居る事項もある，殊に風害の大部分は旋風
炉

」

H

’
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建潅す暴楓に因るといふ意見は霞黛云ばれる虎電あるが,A."gener_氏

の調査に嫁れ伐砿洲に於元は年舞約,:L0O同の青誌を生ずるが，海岸は内

陸よりも被害が多い，而して潤逸に於ける龍巻は年鐙非常に少なく，年を

生表る蝦しき風倒風折と腫到底止噸にならない，而して同氏の調査に依れ

ば，龍巻は十月よ.り四月迄は非常に稀で，概ね五月と八月に生じ,暴風雨
、

の裁度と同様である，然毒に森林に於ける暴風の害は，秋冬及び春に生-す悪

る,著者が調査した森林に於ける暴風の筈約100回中,旋風に因るものは

1回も無い,斯く旋風の害は欧洲の森林には稀であり，他の暴風害に比し）

施業上の意義極めて少なしと云ふべきである．

余の考では總ての暴風害に於て從來顧慮せられざるか或は-1号分に願慮せ

られなかったのば，次の黙である．

]j.洞撤により暴風の拳入（方向及び速度の菱更）

2，地上高を増すと共に埼加する風速の自然増加

風速は高さの4－J7乘根により増加する．例へぱ地上麺の風速を毎

秒10mとすれぼ,25mの高さでは20-22";となる．

3．暴風の調子

SChmaIxsS氏嫁暴風が一定の間隔を置いて衝撃し,殊にこれが榔窯持

有の震動時間と一致する時は,著。い危害を生ずる事を示した，

風上及び風下で,林縁が残存して直接之れに接する林内に暴風の害を生

歩るは,屡菱目撃せらる上虚であるが,是迄-卜分なる説明は見出されない，

叉風の背後に在る隣木が，風に富る樹木を支持する:といふ説も，明|僚でな

い，著者は是等につき試驍を企てたが，風上及び風下側の林縁を越えて風

の流入する關係は，術-卜分糒密に試験ずる必要がある，多数の解諜があっ

て鍔是に關する調査の無い限り，確定的の説明は出来意い

穀物畑に於て，屡々森秣と全く調以した暴風庖害を發見する，畑の綾に
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沼つ宅作物が帯状に直立するに拘ら魂共他の腫竣に於ては，稗が暴風と

雨の爲に倒れて居る．一言

一著者の暴風霧に對する庚範瞳|の調査中，裁に記述し得るは僅に次の三鮎

である．

1．地形による暴風の誘導．
、

2．林縁に於ける暴風の誘導

3．暴風の危害と林分状態及び隣撲祢分の影響．

‐第一地形による暴風の誘導

、塁,〈.氷牢遊ろ士地では，犬面積の關係に依で鑓めた測候所の報告が,:風

向及び風速の標準となるが2:山岳梨臆丘陵地ではう;風向は地形殊に谷によ

り鐙更せ･られ,_従て風速も著し皇く凝る,:正確なる方向の愛更は獅察により

局部的に定むるを得べ〈，施業者は之れを知る事至難で左い

第一ﾄ三圖により，Ober？

pfalzの山地に生じたる

風倒に際し塵_暴風の方向

鍵換によりa,h,fに生

じ;たる被害を明瞭にすべ．

:〈，此場合約45．ゐ方向

愛換をなしたが，邇當な

、‘"…霧蟻鴛黙る地形では90.以上。
筆卜三圖暴風誘導による被害方向鍵喚をなすべき可能

性もある.谷から集まった暴風は槙|国をなし，高速度を以て奔流し，谷の
＝ー

経鮎に當り，叉は郷ハカで振回して其出口を見出す．

水季に來た暴風が土地の低みに行け陵，其傾斜途る地形に一致すること
～

空
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な;く,尚暫らく水平に咲嘘て力きち沈下する鰯されぼ風下の低みには無害叉は

被害の僅少なる庭がある，凹地の壁を昇って更に下った氣流はシ叉一の場

所で土地に鴬って突盤風と港り，甚だ:しき風害＆來たず，凹地の壁の風下

側の保護辻らるム厘域の幅は地形及び風速により一様でないが，著者は多

くの場合，；土地の傾奈|,吻蔑約20度で風下の保護巷らる上種域が150-200m

の幅を有するを観察した．一般に風下の保護帯の幅は斜面の角度と共に増

加する漆，同時に突鑿風の重荷も加重せられ,-相對する風上側の廣き谷叉

は側面の谷に一層狸く衝鑿する．

地形がzF地から相當の隆起を意ぜぱ，暴風は集墜により風速を増し，或は

障害に當って旋同を來たゑ，高地の基部に著しき重墜を以て衝突する，特

に其高地ガミ横に隣く暴風に直両載るII寺著しい，小なる圓錐形の山例へぱ

HohenKarpfenの如きものでは,暴風が同流する可能性が多く，山の違郵

に於ける危険はそうひどくない，高地の風上側に地形の屈曲鮎あれば，屋

屡箸しき暴風の害を生じ,幾分上部に向て廣く被害を受けるが,嶺綴まで
暫

及ぶとと稀である，屈曲黙に向った暴風が上昇地形に合致すれば，屡を被

害は中止せられる，繊線の腫域では性交最初の風倒風折虚域と別箇に，第

二の風倒風折厘域を見出すべく，是嶺線を越える風が集合し，速度の高ま

ったのに原因する，風蔭側に於ける風下保護帯は,地形の隆起する虚は沈

降する虎よ’りも幅が鹿い，地形の隆起塗る虚を上昇する暴風は，嶺線を越

えて＆尚幾分上昇し,水季に吹かたい,山の風蔭側に於ける廣い保護帯は，

突撃風の風速の増加を來たし，凹地に於て認め_られる關係よりも暴風の危

険が多い．

第二林縁に於ける暴風の通過

森林と開放地との誌界が凹角をなす場合暴風危害の高まるば，林業上一

一

グ

p

I

申
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般に知られる虚である，暴風が略同様の角度で凹角をなす雨遥の森林に當

れば，多量の筌氣が林総に沿って流動し，弱き旋回を起して雨邊の切鮎に

集中する，大小の卵形の風倒風折（第十三圖e)は，調氷と開放地との境

界不利にして，風速が増加した結果である

森林の開放地との境界が凹角をなす場合,暴風が一方の林縁には鋭角に

當り，他方には一層大蔵る角叉は直角に當れぱ，前者は殆ど全く暴風を通

過させるが,他方の林縁に妨害されるととたくｦ隙なる弧さで衝突し，林

分内に細長き風路を開く（第十三圖C'但しこれは一部前にある林分に於

て暴風を誘導したるに原因する)，此風路は暴風を誘入した林縁に績くこ

となく，却て一部開放地に對して離れて居る，暴風を誘入する林縁の近傍

には制動辮があり，槻察の結果は50-80㎡の幅であった．

暴風の誘導は前に在る林総により生ず霞る場合があり，一方叉ばこ方の林

縁が暴風を導営，後方の林分に危害を加へるもので(第十三岡。及び一部

c),特に二筒の林縁が通風管による如く後方の林分に風を逢る場合に激害

を生ずる．

多くの場合林縁による暴風の導入〈風向菱化及び風速の増加）は，旋風

により被害を生じたかの槻を篤さしめる原因と獲る,風倒の間常に菱化す

る風倒面積上の林縁は，暴風の方向を菱化し，旋風で被害を受けたかの如

き状態となるが，資際旋風に依ったもので童い，風倒風折の不規則なる妖

態をなすは,尚他にも原因がある，即ち氣象状態による風向の菱化（例へ

ぱ数時間の中に西南より西北に菱る如き)，樹木の根の顕い方向が一様で

漱い事，隣接木の衝突滑り送み叉は再蒋，樹冠の不同なる發逹等これで

ある．

’

1

L

、．

、
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第三暴風の危険と林綴，林分朕態及び

隣接林分の影響に就て

背後の林分が暴風の被害を受け，皆伐したる如き状態をなす面積あるに

拘らず，林縁が風害を受けざる事實を屡農c見受けるが，著者は之れを談明

する事が出來ない，元より林織木は暴風に慣れて居り，之れが至大なる關

係を有するが,，他にも或る力が存し,決定的意義を有するものと思はれる．

侭となれば著者は赫縁木の残存登る暴風被害を多歎挺獅察したが,其中に

は數年前蜜で林分内に成立し，唯相接した林分が伐採せられた爲に林縁に

なったものがあ此暴風に對する適應力は問題にならない，叉被害が帯状

に生じたから，暴風に憩い各箇木のみを保残したものでもない．

著者の見解に依れば一一多くの場合一渦撒水は暴風に躯いと共に，林

綴に入り來る氣流關係が至大の意義を有する，即ち弧て上昇させられた暴

・風は，非常たる強さを以て衝突するとは云へ,林縁木は之れに環流せられ，

且つ自由に揺り動かされる可能性もあるが，林繊に隣接した林本の樹冠

は,殆ど風を暹過せしめざる支障物となり，最早風に環流せられない，さ

れば林練の背後の樹冠は打ち當る全風塵に堪へる要あり，加之林縁木を越

えて次の樹冠の列に吹き下ろす暴風が加はる，林分の風下側の被害一林

縁木の残存する場合一も亦同様の理屈で読嘩られる'唯此場合は前記
附加條件の代りに，風下側林総木によるSpogが透る．

暴風に十分狸くない林縁の列中に散在する間隔の慶<樹冠もよく發逵し

暴風に弧い樹木は，雀だ不利なる作用をなす，此樹木は暴風に堪へZが,‘

其樹冠の側には非常なる弧さを以て風を環流せしめ，暴風に-'一分抵抗力の

ない隣接林縁木を跳ね飛ばす，賞際暴風は林維の最弱黙を瞼査するもの

で号少数の暴風に弱き樹木一一時には唯一本一一あるが爲に，林分の大部

Ｉ

～
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分を破壊せられる原因と次る場合がある．

著者の調査に依れば，完全に鯵閉したる林分は，若し暴風に弧営林衣を

有するに於ては，常に暴風に對して鞘堂握い，されど斯る林分に於て，唯

一箇所の小孔隙を生ずれば，此虚を出發黙として風倒風折を起す，されば

完全に鯵閉したる林分の各箇木は孤立に憤れて居たいから，前記の事情よ‐

りして暴風に弧い林分から司陣して暴風に弱い林分とたり得べく，而して

林分は年齢のたつに従ひ，心腐れ,雲折,落雷,盗f怠等の災害を生すべく，

されば暴風の危瞼がある礎では，早くより規則正Iﾝく間伐をなし，林分を

疎にして置く必要がある．

幼時から中尉乃至彊度の間伐を受けた林分は，暴風に對して鞘を弱い，

されば暴風の危険ある地方で叱霞の林分撫育を行ふは1－本乃至数本の立

木が天災を蒙ってもy是が暴風の出發鮎とならないと云ふ利益がある，是

疎立せる樹木は其發逹過程に於て暴風に憤れて居るからである

老壯齢林を間はす，主林木を急激に彊く伐採すれば，常に劇烈なる暴風

被害を惹起するものである．

下木及び中間木は暴風の對抗上無關係とは云へない，著者は艇を下木及

び中間木を除去せられた虚だけが暴風被害を受けた賞例を目蕊した．

一様で水平なる樹冠層の上では，暴風は非常なる速度を以て進行し，全

部の樹冠は全く暴風の害を受けないが，僅に存する数米高い樹冠は挫折顛

倒せられる．

塞隙のある林分で，若し其各箇空隙が暴風の方向に連績するか，或は林

分が暴風に狸き各箇木を以て織成せられざる時は，特に危瞼が多い．

風上に在る高い純分の前に著し:く低い一様の樹冠屑の存する時は，此低

い樹冠層上の風速は同じ高さの無立木地より．も著しく高いから，是が爲瞳

高v,林分に對し暴風の危瞼が増加する。

ー
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倫弧風叉は暴風に原因する樹木の隠れたる被害に就て述べる必要があ

る,風が吹けば樹木が振動して土地を粗雑とする利益もあるが,其れだけ根

が切断せられる不利がある,Rohmeder氏は根の傷害は菌害(根腐病)の原

因となり得る事を示したが，根の腐った樹木が永年の後暴風の犠牲となれ

ば,斯くて生じた孔隙は更に大なる暴風害の出發黙となり得るものであるヌ

第四節著者の暴風及び篇風調査に
●

基づく施業上の方法

枕分内に風の侵入殊に林縁帯の地上よりも高まった速度を以て風の侵入

するを妨げシ或は其力･を減殺する方法を墨ぐれぱ，

1．よく注意して各方面に十分諺閉1一たる林衣を保存すること

2．林衣の地上まで蓮しない場所には潅木籍を設置し之れを保存するこ

と
L？〃

3．林縁近傍に可成多くの下木及び中間木を残存すること（林衣を入り

込む風は副林木によりて制せられる）

其他の方法もあるが，是は次章に詳論すべく，蓋し風により惹起せられ
←

る水分の消菱は，常風の被害中最も意義のあるものである．

第一防風施設

規則的に吹くか或は屡共吹く中庸乃至狸風の爲に樹吻の生育を阻害せら

れる事少な．くないから，これが爲めに行ふ防風施設は農業称業共に必要で

ある．

第十四圖に簡軍なる防風施設の例を示したが，これは著者がRh611移民

地で,其地方に於ける多数の調査に華づき起案したものである，此施設は

平地の遮るものなき無立木地で，毎秒10m迄の風速に對し,･其40%だ

〃

9
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難号～岸一

鰯一一主風の方向

杓多一幸

橇～?
［二コ重宝地

雫溌f赫

一生霊

一初期50乃至60．
”"….．“年閤に対縄防壁

一鶏尺了’

赫一示病60凧診

調一四圃簡易なる防風施設
一丘陵地及び山嶽地に於ては,風上側叉は

側面の高地,突風の衝撃するf崎，風の惣調Fる谷の斜面等謁風に曝され

る場所は，森林籍及び生雛を筏集せし診て，示されたる敷量の約落が保

護される様にすべきである．、

森林帯は災害又幟更新に當り各箇立木が伐採せ司られた場合，其孔隙に因

りて保護作用を減じない爲には,30一目0mの幅を必要:とする,森林帯の施

業は揮伐作業が最も適営である,生雛に使用するは唯ﾖｭF=2mの狭い幅で，

地皇E部分を刈聰って横に廣く生長するを防ぐことｶﾐ出來ろ:直接森称の風

下を保護する生雛帯は－經濟上必要なる時は－－森林が約ユOmの高さ

に詮つた時除く事も，出來る．

生雛に適する保護御謹としては澗葉樹が問題とな.る,叉森称辮に於て.も

漉鱈樹は金I葉樹より噌絶對的に有利であるシ即ち風を通過する棲な施設

は，全く密生して風を透過さ辻ない施設よりも一層よく隣接地を保護す

る，其他淵葉樹は保謹帯のすぐ風下に雪を餘，多く』畷:しない原因とな

る；これ潤葉樹は冬風をよく謹過させる計でなく,,多撰び春の着棄前林内：

及び其すぐ近傍に日が富り，錘蕊樹よりも土地を暖めるからである．

＝

〉
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一

保護籍を新設しても，目立つで風を防●様になる迄には多数の歳月を要す

るから’速に十分たる保護施設をなさんとすれば，廣ぃ生雛帯を設くべき

である，高債なる農地に防風帯を誤くる場合には，最も債値の少ない箇所

を選びて森林及び生瀧穂栽用となす要あり，これ力漁安壁施設の形が幾分

鐙ぜちるるも止むを得ない．

第二暴風の害に對する豫防

氣候學によりて調査した平均風速及び最大風速の数値や風向頻度の分布

の如きものは,平地に於ては幾分使用し得るが,丘陵地及び山地の暴風害

對抗策の基礎とするに適したい,名方面に對する風速の組織や突風歌態最

大風速等が精密に知られて居る時でさへ,其れだけでは如何なる方郁雛

林に對し危険であるか，断言するととが醐來なw屡菱÷電定の方向典り吹

て常風叉は暴風は,各箇林未乃至林分に適し,之れが爲め此方向よりの風

侭；庭對:して峰相當の風速でも被害なく堪へ得べく，異常なる風向物零大被害

め原因となる，丘陵地文は山地に於て朧暴風の方向螺喚に留意じ,保護法

を決定すべきものである．

危瞼のある崖では各林分の周園に耐洞籍:を環らすべく，一労の暴風にの

み耐へる林衣は不十亨分である，何とたれば唯一方の林縁木が脱落ずれ鶴

事情により暴風は林内に入り込み破壊工作を始め得‘ろからである，更新の

手始あ叉･ぱ生伐に際し林分は一側叉]ま二側を開かれる，更新前數＋無間計

謹的に林内､に暴風被害の無lﾊ様に仕向けられるならば，更新中も上木獄暴

風に耐へる（全然被害を避け難営も)，更新は主風の方向に反對に進め‘る

がよ胸,併し共際主たる暴風の向を確定すること殆ど不可能で:あると主

張する丈でば不違f分である,主風の方向，道路及び伐採方向の經路の説明

‘'よりも一層重要なるは，各坊向に耐風的橡分轄を設くる事である，進方法

ユ

h
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に.より特に暴風が生長の盛んなる丸太林叉は伐卿旦近いが生長の盛･んな林

内に入り込み，未だ熱期に達しない林木を顛倒挫折ずるを防ぐべく，多く；

の更新法に於ける如く，どうしても一方から疎開せられいばならない主伐

木叉は過熱林分に於ては，被害は前記の場合の様に多くぼない，内部ｶｴら

の更新は－帯伐なき－一定期間暴風の侵入を妨げるか，残存せる糯状

による儒護が更新の進行と共に段凌少くなる．

暴風害の多い地方に於て推溌すべき方法としては，

1．．地形により叉は林糘に誘導せられて鐙ぜられた暴風の方向を決定す
三

ること（風倒木を生ずる度に施業圖に記入すること)．

2．各林分の四周に林分高二倍の幅を有する耐風林分帯を設くること，

3．早期より規則正しく中廊乃至彊度の間伐をなすこと．

4．森林と開放地との境界線に凹角を作らざること,落し所有開係上不

可能とする1群は，特に角黙より雨迩林分高約六倍の距離まで特に耐風'約な

る林縁を設置すること．

5.‐暴風に對する蟹抗力十分でない林分叉は林縁中に，樹冠擴張し甚だ

‘し〈暴風に弧い樹木を散在せしめざること．

a望各箇木を漸次孤立に慣れしむる爲林木疎閥（更新)前数言ﾄ年に亙

り錘き上層間伐を意すぺきである．諺閉林（精一操の樹冠暦をなす林分〉

に於ける最優勢木は，迩當の撫育をなすに非ざれぱ，隣接登る劣勢木より

も暴風に騒ぐない，特に生長早き結果赤腐病（〃ウヒ)'を生じた||寺にそう

である．

へ

7．群妖に存置する場合，多敷の称木が近距離に順舞に排列するを避く

べきである，そうでないと其間に存ナる老木帯は容易に暴風に倒される．

8．樹高高き林分にして一様且つ弔坦なる樹冠屑をなず場合，特に樹高

の高きもの存するに於ては，樹冠層上を走る暴風に抜き去.ら､るム度あ鯉

グ

~

｜
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ぱ，之れを避くべきである．一般に不定なる樹冠屑（樺伐林）には此種の

高まった危嶮はない．

9．樹冠履は林外より森林の中心に向けて徐盈に高まる様にすべく，風

上に一齋林冠の低き林分あり，風下に高き林分あり，而して樹冠暦が階段

肢をなす時は危険である．

10．至伐喬林の代りに揮伐林類似の林分をつくるべし．

11．帯炊伐をなさず内部より更新すること．

第一上章蒸發

蒸發とは固僻叉は液繼をなす物質を氣縫に愛する事で森林に於ける水の

蒸發には次の三種がある，1．森林植物又:は林内雑草によるもので，此場

合水分は醤養腿類の運搬機關である,2，直接土地より蒸發するもの,3.植

物叉は落葉屑の地上表面に存する液鵠叉は固鰐の水によるもの（雨，雪叉

は露）これである．

前記の關係に於て固鵠の水を直接瓦斯鵠となすは(雪及氷の蒸發),我國

の氣候では生長期に於ける液禮欣の水に比し極めて微ﾉと､たる數麓であるか’

ら，算外に置いても差支ない，又種変の氣象的條件の下に植物に消喪せら

る上水量も本書に論じない，是等ば既に十分精査せられた生理的問題で，

種鐙の害にも記載せられて居る．

第四章に述べた様に森林に對する降水量を目立って増加することは不可

能である．されば全雨量中可成多量を森林植物に利用せしむる事）換言す

れば』直接土地よりの蒸發及びﾀ榔より植物叉は落葉屑に附着する水分を

可成少量とする事が必要であり，本書に斯ろ蒸發により水分の消失する＆

のにつき論ぜんとするものである．
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水分の蒸發とは，箪位面積及び軍位時間に種盈なる氣象的條件の下に瓦
よ ＝

斯態に愛化する水量を指すもので，とれが数量を正確に決定するは3蒸發

作用を數堂的に決定せんとするもので，不可能なる許でなく,著者は斯る

槻測を試みなかったから，此虚には絶對數でなく比較数を以て述べる事に

する．

蒸發は風速，室氣の飽差，水（叉は蒸發せらるべき鳩潤面）の温度及び

氣唾により左右せられる，氣唾の影響は氣墜の差少底い場合には極めて少

なく，これを略して&差支ない程だが，高地と,輝山とら蒸發堂を比較する

場合には，之れを計算に入るべきである，（蒸發量は氣塗の減余ると共に

増加する，乍併とれにより生ずる潟氣の損失は，多くの場合標高と共に増

加する降水量により，或は温度の低きにより差引せらる)．

１
１

’一

二

第一風速の影響

班胤rlCh氏は風の林内蒸發に及ぼす影響を總括的に調査したが，風速の

増加に伴ふ蒸發量の増加調係に就ては深く考察しなかった．蒸發を数堂的

に確定し，数式によりて定むるととは出來ないが》近似値を云へぼ，蒸發

は其他同一條件の下に風速の根に比例して増加するもので，例へば毎秒

4mの風速では毎秒1mの場合の2倍を蒸發する，されば風當り彊い場

所の乾燥につぎ,風の影響の著しい事力剃る

地形や林分の溌態に'より局部的に菱化する風の状態に應じて，蒸發にも

影響少くない，著者は筌氣の交流に就て訓交をし蔵かつたが，併し熱の放

射による室氣の交流は，林分が疎なれば疎なる程多いから，蒸發量は疎林

では風速によりて墹加する以上に多くなる，蒸發量の判定に就ては，雷に

水平的に測られた風速が開襟する計でなく，室氣の交流(上昇）も開係す

るが，此調査は今の虎ない様である．

ー
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－されど風の作用（風速又頻度）を蒸發量の基礎とする場合一種の制限が

必要である。即ち雨雲を含む風は蒸發に關係ないから，蒸發に關する風の

作用を知る爲には，降水の際吹く風叉は蒸發の少い漏った室氣による風懲

之れを除く胃べき歪ある．

孤立木の周園地上50cmに於ける蒸發量

(震き無立木地に於ける蒸發量を100とす〕

著者は荒慶現象を調査

したが，乏れに依れば

保残木を旋同す.るか：

或は不良なる林縁を流

入する爲，地上近傍漣

風速の増加を来たし，

土地より多量の水分を

蒸發せしめる，第十五

圖にHohenRh6nに

";I
場合孤立木の周邊に於ける蒸發量の翰加き開放地に於ける地上

50cmの平均風速2.61mの場合に於ける蒸發關係を示したが，僅か離れた

風下に保護帯があるのみ（開放地蒸發量の88％)，其他立木の周園は開放

地の106－乱28%である，開放地に於ける荒潅現象は大部分土地の蒸發量

’の高まった爲に起るもので,之れには其他老木による水の消蕊,雨滴の作

用，土地の日射，樹木による熱及び光線の反射等の力も加はるものであ

る,併し荒慶現象は噸囎吻にとり甚だし<減ぜらるべきを以て士分標準:と
〆

することは出來ない，而して日射以外の他の燗荊は殆ど鍵化なきも，地上

’近傍に於ける風の作用は瑚波物により著しく左右せられる．

‐風により急激に彊<乾燥するは周知の事實で，開放地は乾燥登る風によ

－

へ
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り短時間に地割れを生じ，地中に於ける細根は乾燥枯死する程水分を奪ふ

ものである，斯る場合生長の障害を來たす計でなく，他の被害を生-す黒く

《,Rohmede郵氏は斯る根を害した虎を有害菌の侵入場所となる事を述べ

た

第二飽差の影響

蒸發量は其他同一の關係に於て飽差と共に増加する，今例を以て此關係

を明にせんに,盛夏の日出時林内は10｡cの室氣が漂氣で飽和せられて居

る，然るに午後一時に至り，林内は20･cであるが，空隙の多い林縁では

野．cに暖められ，共虎でば水蒸氣が充分でない，されば林内の他差は8．2

1mTIであるが,林縁は五2mmであり，斯く林縁ぱ飽差が多いから，蒸發

ば林内の二倍以上となる,尚普通の條件の下に秣縁は風速も多く，筌甲温

度も高く》日射量も多く（蒸發すべき表面の温度の上昇),更に室氣の韓換

も多いことを思ぶならば，蒸發量は林縁では一層不利とたる事が判る

‐第五章に於て，日光のよく投入する林分内の施差は，欝閉せる密林より

も多く,下木叉は中開木は欝閉の密なると同様の作用を蔵すことを述べた．

著者は自分の調査により日射･を受ける地表の臘度-を示すことを得ない

が，夏の日中時暗色の土壌が日射を受ければ,40--55･cと蔵ろ事稀でな
～

い，而して之れは地表のみでなく，長く日射を受ければ，之れに接する室

氣も同様の温度となり，而して此熱したる筌氣の一部ほ近傍に混和し上昇

し，或は此熱したる室氣層は時堂風により運び去られる，前記の例により

此忽ち暇く熱せられたる室莱層の中には如何に犬なる飽差があるか，され

ば直接日射を受ける虚の蒸發量の如何に多きかを知るべく、余の考に依れ

ば，此局部蒸發は頗曇重要なるもので，而し･て之れは裸地叉は柚死せる植

物の一部が日光に曝露せられて居る庭に起るものである．

里
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8

第三淵度･の作用

蒸發ぜらるべき表面の温度は，既述の事項以外に単位時間の蒸發量にも‐

重要である,林内に於ける温度の範園では,蒸發は其他同一の條件の下に，
ノ

蒸發せらるべき温度が3°C高まれば，1％だけ増加する，日射の妨げら

れたい場合は20-30，0高まるが，然る時はと恥のみで蒸發堂は7-･10%

だけ多くなる．

第四蒸發量を減少すべき施業上の方法

風を阻止する方法に就ては既に第六章に述べた，之れが賞施は常風の有

害作用を止むると同時に，蒸發量の減少にも必要である．

地上に日光の戯寸を阻止するは,,大部分同様の手段で行はれる，土地を

植物材料を以て蓋ふととの有效なるは，既にFabricins氏も調査したが，

叉石其他水，日光を透さざるものを以て蓋ふことも，荒潅防止上效果があ

る，地表の大濁甥を直接蒸發より保護したる土地は，自由に開放せら鯉た

土塊に比し常に潟氣多く，且つ漁氣の簔動も少ない’枝條施肥と云ふ語は
金

あるが,之れは林業上適常でない，何となれば,之れは施肥の作用でなく，

被覆が決定的效果をなすからである．

以上に反し漁氣過多童る場所では，日光及び風が自由に流入する様に仕

向<べきもので,然る時は土地は少なくも過剰なる水分の一部を失ふべき

である．

蒸發により土地の水分を減ずるは,麓業者が一一弓屡乏僅の方法で一十

分に蛮行し得べき氣象的作用の一つである．

〆

ゴ
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第 八章一總括

本書は森林氣象調査の多敷の請果より一定の法則を求め，造林上の結論

を得んと試みたもので，施業者は此方法も得られた範園内で，場所的關係

を顧慮して，其計聲を企つくきである》林業に於ても一般に遥する不動の

法則と云ふものム殆ど存したいこと，植物の發逵撫育を取扱ふ他の分科と

同棲である，多くの場合に於工氣象的竝に燕候的條件は，造林上の方法に

對し唯一叉は殆ど唯一の決定をなすものであるが(例へぱ晩霜地》暴風被

害地，甚だしき乾燥地の如き)，叉さ程重要でない虚もある，森林氣象學

的考察によりて正確に決定せられた事項は，生物學的，地質學的及び經濟
、

的結論と同じく,林業家の迩守すべきも.ので，其中でも保續が危瞼でない

限り自然による條件を首位に置くべく，柵迦の森林に於て是等に不注意な
三 ‐デ

るが如きは，許す診享からざる事である．‘

著者は森林測候所及び著者自身の行った調査に對し才唄に取扱α，特に

尚不才分なる鮎，不足辻る鮎，鉄鮎のある職を指摘し，從來調査したる種

種儀筏の事賞から重要なる結論を得る爲には，尚多鐵の調査を要すること
‐：

を示した，將來の氣象學的調査により乳是等の不備の鮎につき必要なる結
、、壹

論を得るに至らぱ，多くの時間と勢覺とを節して目的に早く到達すべきで

ある，而して次の.三鮎が特に必要である．

1．違った場所及び逢った槻測巻の結果を比較する爲には，物理學的に

正確精細なる機銭を使用する必要がある，観測続黒の發表に就ては，機械
＆

技術上の黙竝に観測順序を記すべく，然らざれぱ得たる結果の效果を判断

する事が出來ないから，之れを省略すれば，調査②債値は著しく低下する

計でなく，斯る唯結果として發表された研究に基づき施業上の方法を定む

侭

今

1
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るは遁當でない.・

2森林氣象學者に對しては,釜林學,地質事及び森林動植物學と共同

研究せしむくく，之れにエリ多数に存する問題中實地上非常に效果のある
詞寺

亨

ものを進必行く彗雛出來る，猫逸森林の現時の要求としては，第一に經濟

上有裁蔵る問題を解決すべく，然る後始あて自然現象に對する知識を深あ

行くべきである．

3．森秣氣蒙學の研究を促進し成果を塞ぐる鴬には，林業家の協力が是

非必要であるj但し之れは氣象學科の全職員葡曾喜んで續行して居る外業調

査に對し協力を得んとする課ではなく，從來の森林氣象騨勺研究を寳地に

取り入れ債値をつける事に就そ協jを得んとするものである，箸着ば從來
Pn1.-

發表の序に，度荏是等の發見せら罰Lえ結果につき,%林業象b反對的批判を
要望したが,此希望の充たされん事を繰返して望む者である,森林氣象雲

と称業との複雑なる關係に於ては，一地方の寅際に通暁する林業家の猟肇

による判定なくては，氣象學的斫究結果の一般に有效な，や否やを決定子

るととは出來厳い,強でも犀利左批判が必要で,若し此批判が成立す恥ぽ，

研究に訂正を加ふろ要あり、叉成立しだければ，研究結果は愈疑確賛なも
2A■・

ゐである；若し奉書に謝し林業家より反對瀧あれぼｩ其れは次の研究に投

立づもので,-著著も非常に満足ずるものであ-ろ．～

造稗と識氣蒙の開襟を論鑑尤と琴る衝墾ば_A;SchmauSS,L.FAI)ri-

cius両氏より發せられたもので，蓉者ほ雨氏に此意義深き暗示を感謝す，
8屯守

叉皿.亙血睦喝B.Gbigbr,n~Bohmg"-の諸氏は有裳薩る指示を典へ

§れ,之れ亦著議深:く織する虎である房
■一

．趣－．瞳．

案
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當部二嘱託ヲ置キ勤喋ヲ委嘱スルコI､ヲ得

第三條常部二於テハ概ﾈ左ﾉ業務ｦ行フ

ー,林業政策ﾉ企業立案

、各事業部改正細則二，試駿孫究機關二於ケル林業關係業績ノ

昭和-r六年六月十四日側催の理事脅に「各訓査

事業部細則の改訂に脇する件」を附議し次の雲,研究會及調迩會ノ設憧，助成並其ノ業

如く各部細則の改正を議決せり。 縦ノ取纏・

敏画法人興林會各部細則四，孫究,-調査成果ノ活用＝關スル副噸

（1）祗閲法人輿林會総務部細則五，林業，林産二開スル調査孫究ノ委嘱＝

隼一條・営部ハ本蓉z各事業部業務ノ総括，庶關スル事頚

務,竹計二關スル割額並他部ﾉ主掌二脇セ六,一般疵奮二對スル敦育ﾉ普及並其ﾉ刷
一ﾘ蟹ル割噸ヲ掌ル 新斑化ノ方策二關天ル事頚

第二膝営郁ﾉ聯員ハ部長,粋事及委員ヲ以一陰林産二關スル訓推及研究業識ﾉ細介

テ組織ス八，優秀ﾂｰﾙ林業技術ノ普及二關スル頚頚

第三條営部二於テハ概ﾈ左ノ業務ヲ行う第四條前條鮪一號及鋪三雛ﾉ業務ヲ行ブ爲

一,本會勤1業ノ振興＝開スル挙頚〆営部二特別委員ヲ髄クコトヲ得

二，他ノ技術圃震I､ノ協カニ關スル事衷第五篠第三像事業ヲ行う億必要ナル経費ハ

三,各部二於ﾃ企識セル事業ﾉ總括調難本脅之ヲ負携え

四,總會,理事倉,部'會,委員會二開スル但ｼ受託事業＝關シテハ其ﾉ釜部潜クス一
事頚 部ｦ依託者=負措セシ必ルコトヲ得

誰，木曾及各醜業部ノ脅計ニ關スル事頚第六像欝部＝出納簿ヲ設ケ峡支ヲ明ニスペ

水，本愈及各事業部ﾉ脈務二關スル辮項シ

ざら支部二關スル事頚′（3）祇剛法人輿林脅林野經瞥指導部細則

八，本會職員＝關ズル歌項第一條鴬部>､奉會〃目的逢行上必要ナル林

九，共他冬部ノ羊掌＝厨セザル事頚野溌祷ノ指導＝關スル事頚ヲ主掌ス

錐四條常部ハ随時部脅ヲ開キ業務ノ群理ヲ第二條常部ノ職員ハ郡長，幹事及委員ヲ以

行うテ認識ス當部二嘱託ヲ置キ事務ヲ委購スル

部會ﾊ本制職員'他審理事頚二直接關係ヲコトヲ得

有スル他部職員ノ参加ヲ求ムル事ヲ得第三像営部二於テハ柵ネ左ノ業務ヲ行う

雛五峰庶務會計取扱内規ハルI篁之ヲ定ム一言，施薬計謎二剛スル鞭頂

（2）融閲法人興称倉訓査部事業細則二,林野ﾉ測量叉ハ材積測定＝開ズル割噸

蕊一像営部ﾊ國家目耐二基ｸ林業,林産二三,遥林二關スル事額

關スル嗣査並研究其他林業振興ﾆ關スル率四,林産物利用＝|淵スル勤額

頚ヲ主掌ス五，林野慨格鑑定ニルルスル事頚

鏥篁擁.営部'職員ﾊ部長,幹事及委員ｦ以六,勲赫土木二關スル事衷

テ鑓識天六,製材所,拝産加工所，山小屋等ﾉ駿計

ロ
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〆

又ハエ燕二|淵スル顎頚

八，林業經瞥二關スル質疑應答

錐幽錐前條‘業務ヲ行う総必要ナル經謎>
全部砦クハー部委託者ノ負捨トス

鋪五條澗部＝出納鯨ヲ設ケ收支ヲ明ニスペ

シ

策六條欝部ノ業務二脇スル内規ハ別二之ヲ

定ム

“）誕幽法人興林會興釜部細則

第一陳織部ハ林業二閥スル各種權利ノ取得

行使及擁謹二開スル笥鐸ヲ主掌ス

第二條欝郡ノ職員ハ部長,幹顎及委員ヲ以

矛組織ス

営部二参奥ヲ握キ事務ヲ委畷スルコトヲ得

第三條徽部二淡テハ概ネ左ノ業務ヲ行フ

ー，株業＝開スル各種擢利ﾉ擁護

二,林業二棚スル各種特許權ノ取得茨蕊買

ノ聯旋

三，本愉ノ有スル各種特許權′行使及虚分

四,Xi釧雛，地上權對血林業關係各種権利

ノ取得翼斡旋

五，林産物ヲ利用スル各種事業ノ斡旋及賓

施

六，林業二|捌スル新規考案及發明ノ助長奨

勵

‐上,赫難林學＝開スル謹蛎考案意匠ノ懸賞

募集

第四條欝部ノ事業中技術二開式斗事頚ヲ審

議柵査スル爲群垂委員會ヲ談クルコトヲ得

調巍委員倉ノ内規ハ別二之ヲ定ム

錐五像各種椛利ノ取得鍵更叉ハ鹿分ハ理事

倉ノ承認ヲ得テ理顎長ノ名二於テ之ヲ行フ

ペシ

隼六体各種椛利ノ行使二付キ必要アル場合

ハ理難愈ノ承認ヲ得テ特定〃個人又ハ法人

二蕊ノ鄭喋ヲ委能スルコ1,ヲ得
少

第一上像取得鎚更又ハ典分シクル各私淑罫'二

就テハ営該樅利ノ鯉波及之二附随スル椛利

義務ノ明細ヲ寵戦セル響類ヲ保存スベシ

鋪八條各種椛利ノ行'使其他各種業務ノ施行

内規ハ別二之ヲ定ム、

第九條鴬部ノ事業＝就テハ随時本會監事之

ヲ監壷ス

前衷ノ監査ヲ了シタルトキハ其ノ状況ヲ理

事長二報告スペシ

（5）誕閲法人興凋鐵宣博部細則

第一像常部ハ本會ノ目的達成上必要ナル宣

傳備報及蓮絡二開スル事項ヲ主掌ス

第二像欝部ノ職員'､部長，幹瑛及委員ヲ以

テ組織ス

第三條欝部二於テハ概永左ノ業務ヲ行フ

ー，講演倉ノ開催

二，展蝿會，映篤徹，座i淡倉共他林業報國

二蚕スベキ､會合.ﾉ開催並二資傳二開スル

出版物ソ配布等．

三，ラジオ放送

四，地方支部共他講演會等二赫師汲遥ﾉ斡

旋

五，地方支部其他二映謎フィル巽展覺會材

料等貸出ノ斡旋

六，他技術剛績トノ情報聯諮

第四催第三像第一銃ﾉ含ハ毎年一同ぞ､総會

ノ際二共他ハ適宜ノ唯期二開催式

第五蝶第三鋒第二雛ノ愈合ハ適宜ノ時期二

開催ス・

蕊六條餓三條第閏雛及錐遼條′斡旋ハホ迅

者二終テ所要經幾ヲ負辮スルモノ1,ス

但ｼ事情二依ソ脈要經我ノー寵ｦ木曾二澱
テ補助スルコI､アルペシ

〈6）枇團法人興林脅倒版部細則

錐一條欝部ハ批剛法人典林愈細則錐二條二

依ル荊聡「典林こだま」及側瀞ノ溌行，映
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壷ブイルムノ作製等二巖スル事項ヲ主掌ス通ヲ添へ鴬部長＝申込もベシ．‐

蕊二條欝部ﾉ職員ﾊ部長,幹挙及委員ｦ以奉會々 員以外易者ニジテ営総ﾉ認ムル事情
心

テ組織スアル場合二於テハ前衷ノ申.込ヲ受理スルコ

第三條欝部二於テハ慨ネ左ノ業務ヲ行うトァルペシ

ー,雑誌蝉林こだま｣並脅務報告叉ﾊ宣他ﾉ職旋二依り就職叉2蝉職希望ﾆ關スル
傳圖書ﾉ謹行噸込ノ謝青解消シタル場合二於テハ遅滞チ

制

二,祗図法人異杯會叢書ﾉ發行ク其旨申閏ジペシ

三,其他會員並一般二頒布スペキ各種圃書・第六條本會苓員並其ﾉ家族ニシテー身上＝
も．‐

ノ溌行‐關スル和談ヲ鴬サシトズ'曲者ぞ､其ノ察情ヲ

四，映鐡フィルム並レコードノ作製詳記シ嵩部長二申込ムペシ前頭以外ﾉ著二

第四條本會員＝シテ其ク編著二係ル園諜及シテ賞部ノ認ムル謝青アル場合二於テハ前

映識フイルムヲ本會ヨリ發行作製セーシ1．ス頚’申払ヲ受理ズルコトアルペシ

ル者ﾊ共′要領ｦ其ｼ富部長二軍出ヅペシ第七條本會冬員ニシテ本會ヨリ短期融養ヲ
第五條営部ﾊ本會員ﾉ申出ﾆ依り圃書及映受ケン'､スル者ﾊ其'事由,金額,返濟時

豊ブ,fルムノ發行製作ﾉ斡旋ヲ篤スコトヲ期等ヲ明記シタル借用證書ヲ作製シ富部長

得二申込ムペシ

前薮〃韓鹿ｦ受ケン1､スル者ハ要領ヲ具シ前頚ノ申込アリクルI､キハ其ノ事由，信用

富部長二申出ヅペシ 等ヲ参酌シ之力貸付ヲナスモノトス
塾

（7）註風法人興株會共濟部事業細則第八條本會冬員韮其ﾉ家族ニシテ本管ｿ指

第一像営部ﾊ會貞>職業紹介各身上棺談其定丞ﾙ保険倉施ド保険契約ｦ篤サントスル
他葡員加重ﾉ救濟=關スル事頚ｦ主掌ス 者ﾊ所定ﾉ申通書ｦ富部長二差出ｽ承シ

隼二條欝部ノ職員ハ部長幹事及委員ヲ以テ毎期′掛金ハ適宜ﾉ方法ニヨリ本管へ辨込

粗織スムベシ

第三篠-欝部ニハ参真ヲ置ｷ事務ヲ委囑スル第九條鴬部ハ第四像'第二言及錐二號ﾉ坂
コトヲ得扱事項参も秘密ヲ嚴守シ申込者直接＝照復ス

第四像営部二於テ孟概孝左ノ業務ヲ行うルヲ原則1､ス

ーーミ,就職其他職業二關スル斡旋低ｼ率柄＝依り雑誌｢典林こだま」二掲載

二，子女ノ婚姻，遊學者ノ身元保読，宿舎スルコトアルベシ

ノ斡旋（8）祇園蟻4蕊称倉職買部細則

三,倉員二對スル短勤融菱策一條富部歩會員二必栗オル物養ﾉ勝買，
四,萱員=對スル借家ﾉ斡旋配給＝瀞スル蕊項ｦ主掌ｽ．

垂本魯･ノ指定二係九保険會祇1ざ管員1､ノ第二條営部ノ職員ハ部長，幹事及委員ヲ以

保険契約ﾆ關スル勤藩一テ組織ス
第五練本會々員ニシテ就職叉ハ聴職ヲ希望衞部＝購震配給＝開スル事務ヲ取扱ハシム

スル者ﾊ就職叉ハ轄職ｦ必要1､スルニ至レル鴬事務員ｦ瀧クコトヲ得

ル事情給溌及希望條件等ｦ詳記ｼ履歴書二第三像菅部号撫取扱う物品ﾉ品名共他必

一

、
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要ナル噸頚ハ「典林まだま」誌上其他適宜なきを期する穂め左記鞭薮に付六月六日農林

ノ方溌ニヨリ之ヲ發表ス 次官より各地方長官宛に依命通牒が發迂られ

第四傑物品ヲ聯寅ゼン1､スル者入直接営部た。

叉ハ所刷支部二1N込聖､ペシ－，木材統制法による瞥業許可制度運用に關

錐壷條物品ノ代金ﾊ特=指定シタル場合ノする事頚(鋪一，方針第二，要領に分ち

外総テ現金郷1､ス故ナクジテ物品ノ受領ヲ説明あるも詳細は省略〕

拒ムコトヲ得ズ二，地方木材株式曾祇設立促迩に開する事頚
●

第六條前像f修一項現金排以外ノ場合二籍ケ鑿に決定せる木凋読制法疫施に開する基本

ﾙ配粭総額ﾊ1人1ケ月二付各自ﾉ鈴料月大綱腱華き左の方針に依り地方木材稼式脅

顎ノー倍ヲ以テ限度I･ス 詮設立の促進を園るものとすること

錐七條欝部ﾊ紹介及保證アル,､キ,､會員以（方針は七郷こ亙息も詳細省噸
外ﾉ老＝對シテ物品ノ配給ヲナスコ1．ヲ得三，木材統制法施行に要する經我其の他木材

前項ﾉ場合錐六朧ノ規定ハ紹介員ノモノ1，統制法運用に關する細目淀側する事攻

見倣シ猟定スルモノi､ス 木材統制法施行に要する地方の經凌其の他

鋪八條雌賀物品箕他二對シ必要アルI､キハ木材統制法運用に開する細目，手績等に付

火災保険ヲ附スルコI､ヲ得、ては別途山林局長より通牒有之可きとと

第九像部長ﾊ涛部二淡矛水,火災盗難裳他更砿六月二十六日附を以て農林次官”左

重大ﾅﾙ諏故發生ｼ〃ルトキハ速力､＝其ふ記事頚に付各J他方長官宛に依命通牒が遊せら

状況並二虚理ノ顛末ヌ理事長二報告スベシれた。

錐-卜條勝部二縦鰍ヲ設ｹ現金並現品ノ出納一,木材統制法施行に依る木材業叉は製材業

ヲ明ニスベシ、 許可書交付に閥する鞭頚〔説明脅略）

錐十一條営部ノ顎業二付テハ随時本會監事二，二以上の迩府螺に瞥業所を宥する木材業

之ヲ監遜天 看の届出叉は許可申請に開する事項（読明

前衷ノ監塞ヲ了シクル時ハ共ノ妖況ヲ理事省略〕

長＝報告寒ペシ・三，地方木材統制委員脅に闇する誰項（詮朗

第十二條筒部ﾉ業務＝開スル内規ハ別＝之省略）

ヲ定ム 因に本件に脇し六月三-l-日附を以て山林局

長よ，各地方長官宛に木材統制法施行に依る

｜ニュースi賞諌，麓鯆鷆駕親鱒
宛にr木材統制法の変施に件ふ地方未材株式

◎木肴統制法施行に開する件會祇設立に關する件」通牒が夫冬發せられ

農林次官逼牒た。（読伽省略〕

五月＝卜日及菫F1--日附を以て木材統制法◎政府買追木炭稔收蕊項

施行令及同施行規則公布六月一日より施行せ政府買上木淡の品磁の向上,事故俵絶滅等
らる上ととLなりたるも本法通用に付蕊遺憾の目的を以て政府買上木溌険收要頚を定め六

ニユ一ス

〆

一

一



ー

75

月二十六日山榊計長より開係官臆へ夫会通牒
．*.号

が發甦られた.，．因に本要蕊は八月,一日より

資施の見込なり。

－，政府木炭ノ買上ヲ篤サントスルトキハ本

要頚二依り検收ヲナスモ′1､ス

ニ，械收ハ政府木炭検收員及検收助手之ヲ行
句

フモノ．トス

三，政府木淡ﾉ松收員トハ左二錫ゲル春ﾗ謂
ブ

イ，木炭第一課職員．

胸，木炭事務所及木炭拳務所出張蝿員｜

ハ，帝室林野局支局出張所長ニシテ政府木

淡亥稜牧事務ヲ蛎託セラレダル者

二・，瞥林署長をニシテ政府木炭ノ検收執務ヲ

蝿託セラレタル者

水，道府縣木炭検査吏員＝シ矢政府木炭ノ

擬收事務ヲ嘱託セラレタル者

四，政府木炭検收助手トハ左二潟ゲル者ヲ調
ブ

イ，政府木炭ﾉ供出鐸（港〕所在地日通保

證加盟店員＝シテ政府木炭ﾉ検收事務補

一助ヲ依嘱セラレタル者

！河，政府木炭ノ供倒港所在地塵機'肌離組合

員ニシデ政府木炭ﾉ椎牧事務補助ヲ依蝿

セラレクル者

五，穣收助手ノ依嶋ハ所管木炭事務所長二於

テ之ヲ篤スモノ1,亥

六ぅ検收員及稚收助手ノ職務ハ左ノ通トス

イ，木炭第一認木炭割謡脈及木炭事務所
、

出張所職員攻ル検收員ハ自ラ桧收ヲ行フ

ト共二，画，及ハ，ノ検收蝿託員ノ行う

検收二立會フモーノトス

ロ，帝室杯野局支局出張所長及管林署長ダ

ル検收員ハ夫を御料木炭及官製木炭ニシ

テ特別會計二供出セラレタルモノー付稔

收ヲ行フモノトス

ハ，道府縣=木炭稔査吏員罫ル検收員ハ政

府木炭ノ取扱騨（港）一騨（港〕二對シ
ニ

責任擴賞員トシテー名以上ｦ配置琴ルモ
･冤一

ノトジ民製木炭r移入及職入未炎ｦ含ﾑ〕
ニシテ特別會計手於テ買上グルモノニ付

〆

検收ｦ行う壬ノ1､ス
ニ，日通保證加盟店汲地腫機帆翻題合員ダ

ル検收助手ハ政府木炭ノ取扱騨（港〕－＝

蝉〔港〕二付一名以上ヲ配置スルモノIゞ

シ検收員ノ腫髭ｦ受ケ検收ノ補助ヲ行う

モノ1,シ桧收員不在ノ場合二於テモ必要

アル1､キハ検收ヲ行フコドヲ得ルモノ1．

ス

轌職收貰及検收助手裟ﾉ聯務ｦ行フルキハ

左ﾉ様式＝僻し検收員又ﾊ桧收助手證票ヲ

携辮スルモノトズ

穂四 糎四

も
。

、
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省
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氏
名

政
府
木
炭
検
收
員
之
證

農
林
省

七

種

八，稔收ハ騨ホー墨（發港岸壁又ハ河岸ヲ含

ム以下同ジ）又ハ政府指定倉庫若/､政府倉

庫其ノ他木炭ノ受渡場所＝蕊テ之ヲ行フモ

ノトス但シ必要アリト認ムル場合ハ著地

二於テモ之ヲ行フコトアルペシ

九，検收ﾊ特＝必要アリ1､認峯ラル<場合ノ

外目出前及日没後参､猿收ハ之ヲ行ハザルモ

〃トス

十,責主又(共ﾌ代理人ﾊ検收＝立倉畦抜敗
員叉ハ毅收助手ﾉ指示＝従フペシ

～
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’y前項ノ搬出叉了セザル1．キハ政府ハ遅延
日数一日二付一俵一銭ノ劉合＝依り蓮約金

ヲ徴收シ又ハ賓主′負捨二於テ政府之ヲ搬

禺スルモノ1,ス

ー|･･五，箸地二於ケル撒收ハ著騨ホームニ於テ

日邇加盟店叉ハ識帆船組合員〃立會ニ依り

現品卜木炭發暹報告叉ハ入荷記二記賊セラ

レタル内容トヲ照會スル1,共二木炭ノl綴レ

タル殺疵ノ有無二付難検ヲ鴬スモノ1､ス

十六，稔收濟後卜錐木炭二膳レタル暇疵アル

コトヲ發見シタル場合ニシテ生産者又ハ寶

主ノ責二蹄スペギモノト認メラレタル1､キ

ハ木炭貿入手績第四像ノ規定＝基キ寅主＝

對シ和當額ヲ賠償セシユ､ル可アルモノ1．ス

十一，検收ハ買上木炭ノ魂品ノ敷蕊，炭種，

銘柄，等級及鍛自二付鰯職ヲナスモノトス

十二,桧收員及機收助手検收ｦ行上家ルトキ

ハ遁府縣及其′他ノ行う木炭検遜證蕊〃裏

面二左ノ様式二俵ル械收印ヲ押捺ノー上買入

繊送二付必要ナル手繊ヲ進行スペシ

〔煙一五粍）

-1-=,道府縣及其ﾉ他ノ行う木溌穣査施行濟

〃木炭卜錐モ左′各雛二骸當スルモノニ付

デハ木炭賀入手讃第四篠.ﾉ規
ユ

定二基キ必要ナル手入又ハ代

品′提供ヲ篤サシムルモノト
壱

ス

イ，議し炭，煉炭，土藏木

片,其′樋ﾒ夷雑物ｦ混入、
シタルモノ

ロ，生産検査證票卜共ノ親絡

．＝依ル内容ノ明カニ祁蓮セ

ルモノ,

ノぢ量目〃不足セルモノ、

二，包装ノ破損セルモノ，議

逢＝溌へ蒸卜認メラル、モ

ノ叉ハ改装シタルモノ

表,譲査證葵又ﾊ封紙ｦ義損
叉ﾊ亡失ｼ荻ﾙﾓﾉ

十四，發騨ホーム又ハ倉威皇搬

入シタル木炭ニシテ桧收二合一--------‐

務セザルモノハ政府ノ指定ス

園ル甥限迄＝之ヲ搬出スルコ1．

ヲ要六
（造鎧
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林業試験場技師

兼誉林局技師
一

宮 崎榊著

’ I四園議韓植畿と土壌彩態との關標に識て

本書は長年高知誉林局管内國有天然林植生調査に從事したる著者が四國に於
ける森林植生し其の環境特に土壌の形態との關係に就て究明せる一大業績であ
とる。

今其の内容を見るに

第二章織調査場所の概説とじて四國の地質,地形氣候に就で述べデー
第二章に森林植生の瀞暁として個綴生態竝に群落生態に就て述べ，
第三章に各群落毎の土壌形態竝に其の性質に對する観察及實験結果を述べ，
#第四章及第五章に於て以上の如き結果を招來せし原因に就て考察及ｲ編･をな
せしものである。即第四章に於て森拝植生が土壌形態竝に薬の性質に及ぼす影
響に就て述べ第五章に於ては反對に土壌の形態竝に其の性顛墹木及群落の組
成竝に其の生育俄況に及ぼす影響に就で述亨､こたの恋ある。f
且つ本文は天然植生に對する研究であるが其の解舞が人工造林に對して如何
なる閥係にあるがをスギ人工植栽林に就ても槍討したものであり，叉調査研究
の主耀は四國であるが青森,秋田,熊本管林局管内に於ける~部をも取り入れ
た§のであるから廣く至國的の應用に役立つことを信ずる。‐
今や林業技術が科學的根擬のもとに一段の發達を望み居る秋に當，かかる論
文の手術される事は責行者に,或は研究者にとり最も鯉される虎である｡弦
に於て本會ばそれが干垳を引き受け廉債に頒布するの方法を講じたる次第であ
るが然し物蓋不足@折柄餘分に印刷する事は不可能であり豫約により部数を定
瞳る方針を取るも止むを得なかったのである｡此の際左記了承の上購讃あらん
事を切望する。

、

記
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豫約期限九月末日限

議定慣柊一部拾圓の見込（郵税共）
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